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の測量･測定器

高い精度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管：両面型5.2妬ミラー付

磁石分度：内径70％1又は30目盛

高度分度：全円1.目盛

水平分度：5分目盛0-bac帰零方式
望遠鏡↓12倍反転可能

重量:13009

LS-25

レベルトラコ 一

二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力

を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ

ラツクス調整等が個人差を完全に補整します。

島変換倍率及び視野:1.5×…%‘150％3 篭薑竃

6W蛍光灯2ケ

8.5kg(本体）

8.0kg(木製ケース）

置
壷

廷
云明照

重

四一、

鼠（牛方式双視実体鐙）

コンドル1=22Y
M山

操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は3点をポイントするだけ、C型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー
スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ
クな姿勢で測定できます。C型はあらゆる測定デ
ータを記録するバッファ付ミニブリンタを装備し、
しかも外部のコンピュータやプリンタとつなぐ為
のインターフェイスを内蔵しています。

■直線図形は儂点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も匿確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mの高'性能
■コードレス、コンパクト設計

■嬬心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

X-PLANBeOC

■座標､面攪､辺長半径､弧長を測定
■3点ポイント|こよる円弧処理

■見積計算にもべんりな電卓機能

■既知点による座標軸設定

■プリンタバッファ､データのナンバリング機能､寺

〉

エクスブラン
プ一ソー

X-PLAN360d/360C

血牛方商号 東京都大田区千鳥2-I2-7TEL.03(3758)IIII㈹〒146
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林 学のあり方
木を見てせざるは勇無きな り

すえだたつお

末田達彦ド
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森林という言葉が，内外のマスメディアに登場しない日はないほど，世界中で

森林への関心が高まっている今日このごろである。しかも，社会一般には「森林

の研究＝林学」という認識があるようで，門外の人々からは「林学もやっと日が

当たるようになりましたね」とよく言われる。しかし門の内ではそうした実感は

薄い。すでに旧二期校の大半で林学科が消滅し，次は旧帝大の番といわれている。

名古屋大学でも本年4月より林学科が消え，農学科，畜産学科とともに資源生物

環境学科となった。こうして世界の関心が森林に向かう中で林学が衰退するとい

う事態は，たいそうな矛盾に思われる。小論ではこの矛盾をもう少し掘り下げて，

林学のあり方を考えたい。

はじめに

林学と産業革命 「私は人類最古の職業に従事しているが，売春婦ではない｣とは，目下ダイアナ

妃との不和でスッタモンダしているチャールズ皇太子が，王族業を称して語った

言葉だが，この伝で言えば林業も人類最古の職業である。この冬パプアニューギ

ニアの調査で，近年まで樹木の伐倒に使われていた石斧を見てこの感を強くする

とともに，石器時代から木を伐ることが人類の生業であったことを実感した。し

かし，こと林学となると林業ほど立派な歴史があるわけではなく，しょせん産業

革命以降の存在でしかない。ここで産業革命を持ち出したのは，それが従来の林

学のあり方を規定してきた絶対的な要因であり，両者の関係を回顧することなく

林学の座標を定めることができないからだ。

産業革命とは，平たく言えば人力を機械力に置き換える生産手段の革命で，こ

れに燃料と原料を供給したのが森林だった。しかも産業革命の過程を通じ一国の

人口は数倍に増えるので，生活燃料としての木材の需要も高騰する。産業革命発

祥の地英国では，中世までロピン・フッドの跳梁を許した大森林が家内制手工業

と産業革命を通じて激減し，木材が高騰したことはネフの『英国の石炭産業史』

に詳しい。一般に鉄と並び産業革命の象徴とされている石炭も，同書によれば当

初は木炭の代用物にすぎなかった。しかし，産業革命に先んじた英国は，市場競

争に優れた工業製品を武器に，まずはバルト諸国や北欧から，次いで北米を経て，

果ては日本やビルマに至るまで世界各地から木材を調達できたので，さほど木材

の払底に苦しむこともなく，したがって「林学」を生み出すという名誉に浴する

には至らなかった。*名古屋大学農学部

林業技術No.6141993.5



ドイツが「元祖林学」の名誉を得たのは，当時のヨーロッパでは後進で，産業
ひっぱく

革命に伴う森林資源の逼迫にひどく苦しんだためだ。英国に遅れること百年近く，

ドイツが最も木材を必要としたとき，すでにヨーロッパの森林は消えてなく，限

られた自国の森林資源を巡って，産業燃料に飢えた資本側と生活燃料に窮した貧

農の間に熾烈な争奮戦があったことはマルクスの『資本論に見るとおりである。

｢森林資源の保続｣という概念を生み出し,これを中心に林業技術を体系立てて｢林

学」とすることで，ドイツは産業革命を乗り切ることができたといえる。

わが国の場合，製塩・製陶・たたら製鉄など手工業の興隆で江戸時代から「国

中の山，十に八尽き」という状態だったので，明治政府が欧米に遅れて富国強兵

に乗り出したとき，ドイツ林学というありがたいお手本が体を成してはいたが，

産業振興の起爆剤たる木材の自給に難渋したことは変わりない。近代化に当たり，

こうして木材資源の確保が国是となったことで，わが国の林学は官学としての地

位を得，木材生産がその中心課題としての座を占めるようになった。また，慢性

的な木材不足に駆られて森林の過剰伐採が強いられたため，林地の荒廃が進み，

これが治山治水を重要な課題に押し上げた。「木材の保続的生産を計るため『森林

経理学』が植栽計画を立案し，これに基づいて『森林利用学』が伐採と運材，『造

林学』が植林と撫育にかかわる諸問題を検討し，『治山工学』が林地荒廃の防止と

修復に当たる」とは，つい最近まで本学の入学ガイダンスで大生先が新入生に説

き続けてきた林学科4講座の存在意義である。明治以来，木材生産と治山治水を

最重要課題としてきたわが国の罰青を端的に物語っている。

しかし「林学＝木材生産・治山治水」という図式が成り立つのは，わが国の産

業革命が成就する1960年代までで，大先生がこれを説いた70,80年代には，木

材生産も治山治水も社会一般に通用する金科玉条ではなくなっていた。林業上わ

が国の産業革命の達成を告げる象徴的な出来事は1960年代の燃料革命と木材輸

入の自由化である。ここでわが国も国際競争力のある工業製品を武器に，木材に

替わる燃料や木材自体を自由に外国から輸入し得る工業水準に達し，木材の自給
くびき

という範から解放された。70年代に入るや日米繊維摩擦を皮切りに，戦後長らく

続いた1ドル=360円体制が崩れ，その後はわが国の工業製品を巡る貿易摩擦が

家電から自動車を経て半導体へと順次ハイテク化するとともに，円が着実に値を

上げてきたことは周知のとおりである。こうした経済構造の転換で，国内の森林

への伐採圧は大いに軽減され，疲弊の極みにあった森林・林地は回復に向かう。

事実，その後は年を追って森林蓄積が増加する一方で荒廃地は減少し，特にこの

十年ほどはこうした変化が目に見える形で山に現れてきている｡

しかし，百年近く官学の座にあって習い性となった固定観念は抜きがたいもの

で，林学には依然国内の木材生産と治山治水を金科玉条とする風潮が根強い。期

せずして私は1970年代への変わり目に日本の林学教育を受けたが,往時の教官に

は,林学を支えてきた社会経済的基盤が崩れ去ったという危機感はなく，「山から

木材を搬出する手段として人が担ぐという方法がある。これを専門用語で『担い

出し』，ドイツ語では"Tragen''という」とか，「北海道の東大演習林では野鼠に

3

林学界の親方日の
丸的独善
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4

世界の森林の現状
と行く末

強いカラマツの育種に成功した」といった類の悠長な講義を聞かされていたのを

思い出す。

一応「学」とはいうものの，こうした類のお話の寄せ集めにすぎない林学は，

しょせん官房学としての林業技術体系にすぎず，木材自給という官学としてのお

墨付きを失った後，まともな科学や学問として自立できそうもないという危機感

も一部にはあった。70年安保がらみで東大に端を発し，全国に飛火した｢林学解

体｣の主張は，「暴力学生的｣な危機感の表明だが，もう少し冷静で具体的なもの

に1970年の東大の森林科学構想や，1974年の北大の農学部将来構想などがある。

前者は生態学を基礎に林学の再編を，後者は従来の林学を基礎学と技術学に分け

たうえ基礎学の充実を唱えるもので，いずれも国家資源の管理者という立場に代

わり，現代的な科学あるいは科学技術によって立つべしという提案である。しか

し,百年の鍔はぬぐいがたいもので,結局,林学の大勢からはまともに取り上げ
られないまま今日に至っている。

林学の独善を示す好例は，ひと昔前の教科書騒動である。社会科の教科書から

｢林業」の記述がなくなる，と林学・林業界が大騒ぎしたあれだ｡他方，これと前

後して中学の英語の教科書（東京書籍,NewHorizon)にはアディロンダックの

酸性雨問題（2年）と熱帯林の破壊（3年）が，それぞれ一章を割いて登場した

が，寡聞にしてこれについては林学界からのコメントを聞かない。社会は木材生

産と治山治水を専らとする国内林業の時代は終わりを遂げたと考え，世界の森林

問題に目を向けているのに対し，林学界は依然国内林業に拘泥している。また社

会一般の目には，こうした森林の問題は林学が担当すべきもので，それがまた林

学の存在基盤を広げると映っていることは，冒頭に引いた「最近は日が当たる」

という言葉が示すとおりだが，総じて林学界はこうした新しい問題には無関心で

ある。しかし，森林の専門家と目されている集団が森林の問題に無関心と知れた

ときには，怠慢か，社会科学的素養の欠如か，自然科学の力量不足か，のそしり

は免れ得ない。

産業革命は，おおむね第二次世界大戦を境に温帯の先進諸国から熱帯の途上国

に場を移した。1950年代に始まり，その後，年を追って深刻さを増す熱帯林の減

少はその証左である。森林はまず手軽な外貨の獲得手段として，次いで産業革命

の原料や燃料，あるいは国民の生活燃料として伐られてゆく。経済発展は特に東

南アジアで顕著で，その先頭を行くと目されるタイは，第二次大戦直後に国土の

60％前後を占めた森林を大きく減らしたが，工業的な離陸に成功しつつある。現

在，同国の森林率は30％を割り，全国的に伐採が禁止されているが,隣のミャン

マー，ラオス，カンボジアなどから旺盛に木材を輸入しており,1950,60年代の

日本のような状況にある。

しかし，すべての途上国が近代化に離陸できるわけではない。というのは，産

業革命への参入は遅いほど不利で，現代の途上国は，遅れてきた分，医療の先行

による頭初人口の膨張や先進諸国との技術格差など，新たな重荷を背負っている

からだ。こうした制約に引きずられ，外貨獲得と産業育成のためにつぶした森林

林業技術No.6141993.5



に見合う雇用を二次・三次産業で生み出すことができないまま，伝統的農業の収

容範囲からあふれ出た人々が生存のため焼畑に走り，それが森林の再生を阻害し

山地の荒廃に拍車をかけているのは，マスコミ等の報道に見るとおりである。

世界の森林は熱帯林，温帯林，亜寒帯林に大別される。私どもの計算では人為

の介入がない場合，それぞれの潜在的な面積は31，26，34億ha程度である。他

方，残存している森林はそれぞれ元来の35，20，80％程度と推定されるので，人

類はすでに森林原資の半分を食いつぶしたことになる。温帯林が少ないのは産業

革命の結果だが，現在は酸性雨による衰退を除き，面積的には極めて安定してい

る。しかし，熱帯林はまだ減少の最中で，遅れてきた産業革命の難しさを思うと，

温帯林の残存率をもって熱帯林減少の漸近値とするのは楽観的にすぎる。現在の

人口増加と森林の減少から見るかぎり熱帯林を守ることはほぼ不可能のようだ。

となると残すはカナダとロシアにまたがる亜寒帯林だけだが，これとて安閑と

はしていられない。カナダ側は森林の資源管理が行き届き，当面さしたる心配は

ないが，ロシア側は旧ソ連の崩壊に伴う政治経済の混乱でシベリアの森林の安売

りが懸念されている。すでに伊藤忠，ウエアハウザー（米)，現代林業(韓）など

が伐区を設定しており，今後ロシアの経済状況によっては熱帯林のような乱伐が

起こりかねない。

近年，人類共通の財産として森林の価値が強調されている背景には，以上のよ

うに森林の鮒的な消滅が見えてきたという背景がある。また地球緑被の減少に

つれ森林が地球環境に及ぼす影響が明確になり，地球規模の環境資源としての機

能が認識されるようになった。その筆頭が，地球温暖化とのかかわりである。光

合成で二酸化炭素を固定する森林の増減は，大気中の二酸化炭素濃度の変化を通

じて地球の気温を大きく左右する｡例えば197()年代の石油危機では化石燃料の消

費が鈍化したが，大気中の二酸化炭素濃度の上昇率に変化が見られなかったこと

から，この差を埋めたのは熱帯林破壊の加速による二酸化炭素排出の増大と考え

られている。

こうした大気中の二酸化炭素の増大で地球が温暖化すれば，大規模な植生の移

動が起こり，それが地球表面のアルベード（反射能）を変え，次の気候変化を呼

び起こす。目下，懸念されているのは温暖化に伴うタイガの北上である。北上し

た針葉樹林の樹冠は，それまでツンドラの雪面から宇宙空間に反射されていた日

射を吸収するので，さらに温暖化が加速される。逆に，もしシベリアのタイガが

乱伐されるようなことになれば，針葉樹林帯でのアルベードが上がり，地球寒冷

化が誘発される。この現象もまた正のフィードバックを持っているので，いった

ん寒冷化が始まるとさらに寒冷化が進み，これまで樹木が生育していた所でも森

林の再生が不可能になる。半乾燥熱帯でいったん森林が伐採されると再生困難に

なる事例が多々報告されているが，これは森林の水循環機能について同様のフィ

ードバック機構が働いているためだろう。森林の蒸発散機能の研究が重要なゆえ

んだが，ここでは，これ以上は差し控える。

5

地球規模の環境資
源としての森林

林業技術No.6141993.5
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林学のあり方一
脱官房学か衰退か

以上の議論から森林の効用は，①木材を筆頭とする物質資源，②水源かん養・

国土保全を主体とする地域・国家規模での環境資源，③地球規模での環境資源，

という3つの機能に大別できる。この枠組みで考えると，従来の林学は日本国内

の①と②に特化してしまっていると言えるが，国内の社会経済的な支持基盤はす

でに失われており，しかも世界の森林が抱える問題に比べ枝葉末節にすぎるので，

このまま国内にとどまるかぎり今後の発展性はなきに等しい。加えて国内の林業

技術については現業のほうが先行しており，林業界からすら林学無用論が出てい

ることを銘記すべきだろう。かねてから言われているように林学会誌が面白くな

いのも，基本的にはこうした往年の家訓に縛られた袋小路で枝葉末節のタコツボ

に入り込んでいるからだ。

しかし，途上国では上記の①，②は焦眉の問題であり，しかも熱帯林の減少は

③にも深くかかわるので，現場に出て積極的に取り組む必要があろう。人的な国

際貢献が求められているのは，国連の平和維持に限った話ではない。熱帯林の問

題と併せて温帯林にも言及しておくなら，酸性雨による森林衰退と森林のレクリ

エーション利用は，今後避けては通れない。欧米で前者への関心が高いのは，元

来の20%にまで減らしてしまった温帯林を,すでに十二分ともいえる物質的な亨

楽のためにこれ以上犠牲にしてはならないという問題意識があるからだ。今まで

大気汚染を太平洋に拡散させてきたわが国も，早晩，中国や韓国から偏西風がも

たらす酸性降下物の洗礼を受けることになろう。また，レクリエーションについ

て言えば，産業の高度集積で国民の大多数にとって日常生活の場が都市化してし

まったので，自然への回帰が求められるのは当然のことである。いかにコンピュ

ータをいじくり回そうが，しょせん我々は森から出てきたサルの子孫なのだ。
ちゅう

地球の環境資源としての森林の研究は林学の範嶬と考えている人が社会一般

には少なくないが，実際のところこうした研究の主導は海洋学，気象学，地球科

学，生態学などにあり，林学の影は薄い。「二酸化炭素のシンクの謎｣という問題

があるのでこれを例に取る。化石燃料の消費により毎年炭素量にして60億tほど

の二酸化炭素が大気中に放出されているが，それは大気中に残留するか森林か海

洋に吸収されるかしか行き先はない。大方の地球化学者は，海洋の吸収力を基に

した収支計算から，森林がかなりを吸っていると見ているが，それは地球全体で

森林が減っているという事実と矛盾を来す。そこで考えられるのは森林の生長増

進だが，林学関係から有効なデータや計算が提示されないまま，例えばウッズホ

ール海洋研究所などが森林の二酸化炭素収支の研究に乗り出してきている。蛇足

ながらウッズホールは，昭和天皇も訪米の折に訪れた海洋学の名門研究所である。

こうして近い将来，森林研究は海洋学者や気象学者に，というようなことにも
すう

なりかねない趨勢にある。林学もそろそろ官房学の隅つつきを卒業して現実の問

題に取り組む必要がある。最後に蛇足の上塗りをすると，上に述べた課題はすべ

て人類の生存にからんだ実学であり，純粋な科学ではない。純粋に森林を科学す

るというなら課題は無限にある。

＜完＞

林業技術No.6141993．5
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－第104回日本林学会大会研究発表の概要一
（飴，岩手大学）

林政部門
東京農業大学農学部

森林総合研究所林業経営部
〃

山本信次

岡裕泰
久保山裕史

林政部門では，21セッションで70題の発表が行わ

れた｡昨年の15セッション,43題から比べ,大幅な増

加となった。昨年に引き続き若い学生・大学院生が目

立ち，それに加えて留学生の発表が増えたことが増加

の一因とも思われる。そのためか，今回の発表はA,

Bの2会場に分けて行われた｡以下，会場別，報告順

に発表の一部を紹介する。

A会場:1日目,和歌山県古座川流域の事例について

流域における林業の歴史的展開を木材の生産・流通過

程から分析した報告がなされた。また近世琉球の風水

思想を例に歴史的な森林思想についての報告があった。

木工品生産関係については，木製家具の需給構造や

家具材へのゴム材の利用の実態，割り箸産業の生産・

流通過程の分析がなされた。

特用林産物関係では大島紬用シャリンバイ生産の事

例や乾しいたけの情報ニーズ等の情報システム化につ

いて報告された。その他，在来工法の職業訓練制度や

関東地方平地林からのケヤキ材の生産・流通の実態な

どに関する報告がなされた。

2日目，一連の海外関係の問題力報告された。以下，

国別に見ていくことにする。

韓国については林野の私的所有の歴史的展開と林業

労働力の養成についての報告がなされた。また，北朝

鮮の森林林業の現状に関する報告もあった。中国につ

いては森林作業への請負制の導入と農林複合経営農家

の育成によるアグロフォレストリーについて報告がな

された。インドネシアについては，韓国企業の森林開

発が地域に及ぼした影響についてとインドネシア政府

の推進する移民政策が文献資料の整理を基に報告され

た。フィリピンについては，里山の人工林化における

契約造林方式の実態についての報告がなされた。タイ

については，カオヤイ国立公園周辺農民の状況と東北

タイの村落共有林事業について，また地域住民による

森林管理の現状と問題点が報告された。アメリカにつ

いては，米国南部のマツ材に関する資源見通しとその

影響，各種森林資源・木材供給予測モデルの紹介，日

米木材貿易の輸送コストについての分析，オレゴン州

における素材生産の特徴についてそれぞれ報告された。

また，自然保護運動の木材生産や対日木材輸出に及ぼ

す影響についても報告があった。ヨーロッパについて

は，旧東ドイツにおける森林管理・所有構造の変化や

ドイツの90年風害とその影響,ドイツの森林所得均衡

資金制度について報告がなされたほか，スウェーデン

における紙・パルプ資本の合併寡占化とロシア極東に

おける林政の現状について報告された。また，日本の

海外協力についてNGO活動が文献整理を基に包括的

に紹介された。

B会場:1日目:宗教行動としての巡礼が地域経済に

及ぼす影響について報告された。また森林を利用した

環境教育の基本理念についての報告もあった。このほ

か，東京都における不在村所有者の森林管理の実態と

それに関連して放置山林に対する市民参加の森林管理

の実例についての報告がなされた。また山村振興にお

ける婦人運動の事例が天竜市熊の事例から報告された。

地域林業問題については，森林組合の歴史的変遷や

その果たす役割，問題点などが静岡県龍山村，和歌山

県西牟婁郡の事例から報告された。また天竜流域を事

例とし，現在推進中の流域林業と実態との差異につい

ての報告や西牟婁郡における過疎と林業構造の変化の

実態，公有林野のレクリエーション利用による地域経

済への影響などが報告された。

2日目，森林資源を木材ストックとしてだけでなく

公益的機能の源泉としてどのように計量評価するかに

ついて，ストック概念の検討と資源勘定の作成につい

て報告があった。

計量経済の分野では国産材供給の分析，立木価格・

素材生産費･搬出距離等の関係分析,原木市場について

の分析，製品市場の計鑓経済モデル化等が報告された。

また91年19号台風被災林家のアンケート調査の結

果や愛媛県の事例から森林施業共同化の可能性につい

て，真庭山地における林家自身による素材生産・販売

活動について，東大北海道減習林の事例から林業生産

における持続的発展の考え方についてなどそれぞれ報

告がなされた。また，京都府丹後地方の事例から低人

工林率地域における育林・素材生産の動向と低人工林

率の要因についての報告がなされた。また，兵庫県宍

粟郡の事例を基に木材市場と素材流通に関する報告も

なされた。

間伐にかかわる問題については，富士山南西麓にお

ける間伐の現状と間伐・小径材のマーケティングの課

林業技術No.6141993.5
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題に関する報告があった。吉野地域を問題にしたもの

として，集材作業へのヘリコプタ導入から生じる新た

な取引関係に関する問題点とヒノキ材商品化と流通・

販売過程に関する分析が報告された。

大規模製材工場の存立基盤をテーマに，各地の事例

を原木集荷構造から類型化し，さらに東北の事例から

並材生産販売を分析し，その後，岡山県の事例から国

産並材の乾燥による高品質化の推進など具体的な対応

を紹介した一連の報告もあった｡関連して,秋田材を事

例に，買い方の製材品に対する評価についての意識調

査結果の報告もなされた。また,外材が,わが国の木材

市場に果たした役割について再考する報告もなされた。

経営部門
森林総合研究所東北支所中北理

岩手大学農学部比屋根哲

経営部門では口頭報告2会場とポスターセッション

1会場に分かれ,合計74題の発表が行われた｡特に新

しい試みであるポスターによる発表は37題あり,盛況

であった。

口頭報告では以下のような発表があった。まず広葉

樹については次のような3課題の発表があった。原木

市売市場での樹種ごとの価格形成，ケヤキ材の供給構

造，民有林での経営管理と所有者の意識調査。複合経

営に関しては，山村におけるシキミ栽培の成功例と葉

タバコ生産と林地利用の形態，青果物流通に大きな影

響を持つスーパーマーケットでの特用林産物の認識調

査。林分施業に関しては，カラマツにおける長伐期施

業での標準伐期齢と伐採齢および森林組合での長伐期

林分登録制度について，また，スギ人工林を対象とし

た家族労働投下量の試算例が発表された。択伐施業で

はヒノキ林分における間伐と素材収穫額の関係，ヒバ

林の施業経過と林分構造変化，北海道天然林試験地で

の施業と成長の関係等，熱帯林施業ではジェミリーナ

とマホガニー混交林での生育と市場価。森林計画につ

いては，森林簿記載の林道までの距離から見た森林施
かくらん

業の形態，地形因子を基に森林撹乱等の影響を考慮し

た地表変動評価法，都市近郊林部門では市民の森の利

用目的と活動目的に関する意識調査，景観管理と利用

動向に関する意識調査，およびブラジルでの森林開発

と現地住民に対する意識調査の結果が発表された。

林学分野でも普及してきている地理情報システム

(GIS)では，社会条件を分析し森林資源量の変化を

シミュレートしたモデル設計，長・中期計画に基づい

た施業計画をシミュレートするもの，あるいはシステ

林業技術No.6141993.5

ム収稚表を軸とした森林情報管理システムについて紹

介された。また，森林組合での森林情報の管理と経営

方法についても報告がなされた。

成長に関するものではカラマツに関するものが3題，

30年生人工林の樹幹解析による生育段階での順位変

動とその仕組み，異なる林分密度と直径成長量の関係，

林分側断面積法を用いた林分構造の推定である。トド，

エゾマツでは50年生林分の構造と成長壁,遷移行列の

固有値による天然林分の推移等があった。その他，ミ

ツチャーリッヒ式による林分成長量査定システム，ラ

インサンプリングのカウント値を用いた立木本数推定

法，大橋式樹形級区分（幹級区分）による広葉樹二次

林の選木法，統計的分析法を適用した森林の風景に対

する評価法等が報告された。

リモートセンシングについては，ランドサットTM

による沖縄マングローブ林のバンド特性，微細点格子

板による空中写真の択伐林判読，空中写真のデジタル

化によるテクスチャ解析を用いた林型区分，の紹介が

あった。

次にポスターセッションでは，リモートセンシング，

GISに関する研究をはじめ，森林計測，樹形解析，

国有林等の森林施業の分析，収稚表，施業計画におけ

る意思決定支援システム，森林風致等幅広い分野にわ

たる報告があった。森林計測の分野ではピデオカメラ

による上部直径測定の実用性等に関する報告が実演を

交じえて報告され性目を集めた。樹形解析では，樹冠

構造と樹冠内の幹形に関する研究，受光堂を考慮した

広葉樹の樹形形成モデル，スギ樹冠部における枝の分

布およびその定性的な解析結果等の報告があった。ま

た林分の形をとらえたものとして林冠縦断面形のフラ

クタル次元についての計測例等が紹介された。森林施

業に関しては，国有林長野営林局管内における漸伐作

業の実態，九大宮崎地方演習林の天然林施業等の事例

分析が報告された。また，木材需給モデルや地域の林

業生産活動の分析へのシステムダイナミクス法の適用

に関する報告も2題あった。航空写真を含むリモート

センシングおよびGIS関連の報告は全部で12題あ

り，航空写真判読による森林風害の林分構造別差異，

北上川上流赤川流域の荒廃地分布特性，リモーI､セン

シングによる雲仙普賢岳森林被害のモニタリング，森

林資源調査におけるGPS利用の有効性，東大千葉演

習林における地理情報システムを利用した森林情報の

整備,GISを利用した3次元表示に関する考案等に

ついて一部機材の展示を交じえた報告があった。この

ほか森林環境情報に関する研究として，軟X線デンシ

メトリーによる樹木年輪情報と気象情報の関係解析，



苫小牧地方アカエゾマツ造林木からの気象情報の復元，

パソコンによる簡易森林情報の検索について等が報告

された。また，森林計画のシステム化に関する研究と

して，森林調査システムの開発，天然林を対象とした

択伐施業計画作成のための意思決定支援システムの開

発，トドマツ人工林の経営計画支援システムの作成等

の報告があった。

このほか，森林風致に関する研究としては，日本に

おける森林の位置づけの歴史的変遷，高尾山来訪者の

意識，認知マップ調査による地域住民の意識の検討等

の報告があった。

風致部門
森林総合研究所林業経営部香川隆英

研究発表会場である盛岡は，スカイラインの主構成

要素として，雪の岩手山を望み，北上川，中津川，雫

石川の言河に抱かれた優れた都市溌観を有しており，

風致部門の発表会場として格好の地であった。本学会

で今回発表の中心的テーマとなったのは，都市近郊林，

里山，県民の森など，身近な緑空間の鎧観管理・維持

保全に関する研究であった。

横浜市「ふれあいの樹林」制度では，都市近郊林の

利用管理計画の立案と実行が地域住民に任されており，

これからの都市近郊林の保全策として期待が大きい。

同様に，スイスで発祥した「ヴイタ・パルコース」も，

都市近郊林に各種運動メニューを配置し，健康増進に

活用させることで保全意識も高めていこうとする，興

味深い試みである。栃木県益子町では，葉タバコ生産

のためのr落葉さらい」が，里山懐観の維持・保全に
ひかわ

貨献している。簸川平野に見られる築地松は，歴史的

には防風垣として維持管理されてきたが，現在では，

郷土緊観の保全へと地域住民の意識がシフトしてきて

いる。千葉県民の森を舞台としたレクリエーション活

動および環境林施業に関する研究では，県民の森の緑

地管理の実態分析，サイン計画および管理の整理，施

設利用と管理経費の分析が行われた。

環観に関する研究では，風致を目的としたアカマツ，

カラマツ林の枝打ちの有効性が報告され，緑空間の物

理特性の心理評価では，混植の階層が複雑になるほど

自然性が増す等の報告がなされた。腱山村居住者の原

風鐵と理想的景観に関する研究では，年齢層で評価が

逆転し，高年齢層は整備された景観を支持するが，若

年層は人工的でない空間を高く評価する。

大山国立公園における利用動態の報告では，広域自

然公悶の利用者行動特性の調査手法および分析結果が

9

検討され，北海道の森林公園における利用者数変動に

ついては，自動計測カウンターによる入り込み者数の

変動分析が報告された。

アメリカのウィルダネス法では，東部ウィルダネス

保全法が二次林を指定したことで，ウイルダネスの概

念がレクリエーション利用のための森林保全にも及ぶ

こととなった。

風致部門は，設立されてまだ新しく，分野も景観，

レクリエーション，教育，住民参加，歴史等幅広く，

対象も国立公園から里山，都市近郊林等身近な緑空間

まで広域であるが，風致の底流にある概念は共通のも

のであり，それぞれの研究が修練されていくことが期

待される。

立地部門
森林総合研究所四国支所三浦覚

森林総合研究所森林環境部石塚成宏

立地部門では2会場で合わせて58編の発表があっ

た。そのうちで環境と生態系の相互作用あるいは環境

変動など，環境の動態に視点を据えた発表がおよそ半

数を占めた。なかでも酸性雨，スギ衰退，伐採など人

為とのかかわりが深いものと，自然生態系内での物質

循環に関するものが相半ばしていた。そのほか，環境

と災害，土壌生成と立地要因，水熱環境およびいくつ

かの目新しい話題について発表があった。また，全体

のうち11編は海外の森林を対象としていた。

酸性雨・樹幹流関係では，酸性雨による土壌への硫

酸イオン負荷，樹幹流が根元の土壌に与える影響を樹

体からの臓離で追った例，樹幹流発生最少降雨量が樹

種によって異なる例,ICP発光分析計による樹幹流

中の重金臓漉度の測定などについての発表が行われた。

樹鮮流に関しては，研究対象は酸だけではなく，総合

的な土壌へのインパクトであるという認識が持たれた。

また，土壌断面調査を行うときには,AI解などの浅い

所では樹幹流に留意しなければ平均的な値が出せない

という意見も出された。関東平野のスギの衰退に関す

る発表では，腐植酸によるpHの低下が原因である所

もあるという発表と,VA菌根形成とは相関がないが

被害木には枯死眼力ざ多いという発表があった。スギ衰

退の実態解明へと着実に進んでいるようだ。

窒素循環に関する発表も多数なされた。目新しいと

ころでは，最近脱窒の計測に使われている安定同位体

を用いた手法が披露された。また，マレーシアにおけ

る落葉供給麓と窒素供給の関係に関する発表も行われ

た。窒素無機化では，乾土効果についてのより細かい

林業技術No.6141993.5
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解析もなされた例，びん培養法で各種条件をコンI､ロ

ールして無機化の反応速度論的解析を試みた例，野外

インキュベーション法を用い植生と斜面位置の違いが

無機化に及ぼす影響を検討した例が報告された。また，

総合討論において，代謝産物の量から無機化速度を推

定する従来のアプローチから，微生物の機能と特性を

含めた無機化メカニズムの解明へと研究を発展させて

いくべきであるという提起がなされた。

生物活性に関する研究も多かった。黒色土における

3種の酵素活性を測定した例や，基質の差がアセチレ

ン還元活性に及ぼす影響を丁寧に追った発表，外国の

文献に習い地表面からの二酸化炭素の発生鐙を吸着剤

の重鐘変化で測定しようとした例，林齢と土壊呼吸．

Ao層とA層より下層の呼吸量の比を測定したものな

ど，糒力的な研究発表が行われた。

従来から斜面における養分物質の移動については興

味が持たれているところであるが，今回も物質濃度変

化を追った発表，微生物組成から解析を行った発表が

行われた。

土壌環境と植物の関係に関する研究では，土壌水溶

存イオン淡度の林齢による差の研究，ホウノキの養分

特性，イチョウ葉中の窒素・リン濃度と落葉・開葉時

期の関係の解明,pHと広葉樹苗木の生長に関する研

究が発表された。また，樹体内の養分分布に関して，

北方3樹種の地域的比較，スギ林の林内と林縁の葉rl!

窒素分布の比較について発表があった。

土壊中の養分の分布と動態に関する研究では，イン

ドネシアの熱帯降雨林地域の草原土壌における比較的

高い饗分蓄積量とミミズの役割に関する発表，これま

であまり報告例がないシベリア・タイガ地幣の永久凍

土の活動層における養分蓄積量についての研究発表が

興味を引いた。

水質に関しては，平地林下の浅層地~ド水の土壌物理

性と水位・水質の季節変動について発表があり，また，

同一試験地における土壌水水質の垂直変化に関する検

討から，帯水層において溶存成分濃度が上位の|啓より

高いことが指摘された。山地渓流水の水質と_IZ地要因

について検討され,NO鮒一濃度は林齢および施肥前歴

との相関が高く,塩基類はHCO3-濃度と強い関係があ

るとの発表があった。皆伐の影響に関しては，ヒノキ

林で土壌水および渓流水の水質について皆伐前後の変

化を研究した例，スギ林で土壌水の溶液組成の変化を

Schofieldの比法則を適用して解析した例が報告され

た。また，ヒノキ人工林の皆伐に伴う地表変動をくし

刺し法により検討し，傾斜と裸地率の影響が大きいこ

とが指摘された。

休梁技術N().6141993.5

土壌生成と立地区分の分野では，インドネシア東カ

リマンタンの熱帯降雨林下でも土壌の性質に母材の影

響が認められるとの報告があり，また，最近森林土壌

においても関心が持たれている酸性硫酸塩土壌につい

て，硫化鉄の酸化過程と土壌の酸性化に関する研究発

表があった。中国黄土高原の石灰質土壌の遊離酸化鉄

の形態分析がなされ，この地域でも生成年代が古いと

される赤味の強い土壌が分布することが報告された。

立地区分については，中国遼寧省の油松の地位指数と

立地要因解析，タイのチーク人工林の成長と土壌要因

の解析に関する発表があった。

環境と災害に関しては，積雪地域の根元曲りの形態

とその発生因子に関する発表があり，北海道の山火事

跡地や強風寒冷地においてササが厳冬期環境に関する

有効な指標となりうることが指摘された。1991年の台

風19号に関しては,被害地で認められた放射状倒木が

急速な下降気流に起因する可能性が指摘され，また，

佐渡島の塩風害の被害程度と立地要因に関する発表が

あった。

土壌の水熱環境では，亜高山地域の土壌温度環境と

積雪深の関係についての調査事例が報告され，また，

森林土壌表層部の堆穣腐植層が土壌温度および土壌水

分の急激な変化を防ぐ緩衝材の役割を果たしていると

の発表があった。半乾燥地域の砂質土壌をシュミレー

|､した実験による降雨強度と降雨浸透形態および浸透

量に関する研究発表があった。

最新の話題として，雲仙の火山灰層が土壌中のガス

と化学性に与える影郷に関する発表がなされた。立地

部門で聴いていた我々にとって非常に興味を引いたも

のに，年輪から気候変動を予測できるという発表，生

ゴミの分解システムの開発に関する発表，チェーンソ

ーのチェーンオイルを植物油にする試みなどがあった。

造林部門

造林I会場

林木育種センター北海道育種場

〃関西育種場

生方正俊
山田浩雄

造林Iの会場では,主に遺伝・育種に関する41編の

報告が行われた。針葉樹に関するものが35編と多く

を占め，対象樹種は，スギを中心にヒノキ，トドマツ，

カラマツ，ウラジロモミ，マツ属であった。広葉樹に

関するものは6編で，対象樹種は，ブナ，ミズナラ，

ダケカンパ，ユーカリ，。ナラ属であった。研究対象

の形質は，成長，材質，着花性，気象害抵抗性，虫害



抵抗性，葉形質，脂肪酸，アイソザイム,DNA等と

多岐にわたっていた。

東北，盛岡での大会とあって，凍害や雪害に関する

報告が4編あった。スギの雪害による根元曲がりにつ

いて，さし木クローンの平均値と実生家系の平均値を

基に遺伝率が推定され，抵抗性個体の採種園からの種

子を用いた場合の選抜効果が推定された。また，雪害

の系統評価法や従来とは異なる被害程度の表現法も提

示された。スギ産地試験地の凍裂の調査から，表系の

スギは，裏系のスギに比べ凍害の発生率の高い傾向が

見られることが報告された。スギ人工交配家系の切枝

による人工凍結試験から耐凍性の遺伝様式の検討もな

された。

大きな社会問題となっているスギ花粉症に関連して，

スギの着花性について昨年と同様4編の報告があった。

スギ花粉飛散開始日の予測には，富山県ではスギの開

花に必要な有効積算温度を用いる方法や，果樹の開花

予測に適応されている感温特性値を用いる方法が高い

精度を示すことが明らかにされた。栄養成長に重点を

置いて選抜された精英樹系統は，生殖成長に重点を置

いて選抜された地スギに比べ雌雄花着花量が少なく，

雌雄花簸に関する選抜効果は極めて高いことが報告さ

れた。また，雄花をつけるが花粉褒が形成されないた

め花粉を全く生産しない雄性不稔個体の発見や，スギ

人工林における雄花生産量の年次変動の調査結果につ

いての報告があった。トドマツの着花性については，

高標高系のものが低標高系に比べ着花性の高いことが

報告された。

近年技術開発の目覚ましいDNA関連では,RAP

DマーカーやRFLPマーカーを用いたスギ，ヒノキ，

アカマツ，クロマツのクローン識別，アカマツとクロ

マツの識別，クロマツのジーンマッピングなど5編の

報告があった。RAPD法はクローン識別に適してお

り，アイソザイムを用いる方法に比べ識別率が著しく

高いことから今後さまざまな樹種で広範に利用されて

いくものと思われる。

アイソザイム関連では，スギ天然林とブナ天然林の

アイソザイムの林分間変異の報告のほかに，富山県の

スギさし木在来品種であるマスヤマスギ林分のアイソ

ザイムによる構成クローン数の推定，クローネ幅が狭

く独特の形状を持っている波佐見ヒノキについてアイ

ソザイム分析を行い，さし木苗ではなく実生であった

ことが報告された。ウラジロモミ天然林から採取した

種子のアイソザイム分析による他殖率の推定，ミドリ

スギ自殖後代のアイソザイム遺伝子座と胚致死遺伝子

座間の連鎖分析についての報告も行われた。

1l

材質関連では4編の報告があった。カラマツの繊維

傾斜度の早期選抜木を花粉親とした精英樹の人工交配

家系は自然交配家系に比べ繊維傾斜度が小さいことが

示された。ヒノキのクローン集植所の成木の比重と実

生家系の苗木の比重との間に有意な相関が見られ，早

期検定の可能性が示唆された。また，スギ間伐木の曲

げ強度，ヒノキの枝の性質について報告がなされた。

そのほかにトドマツやスギの検定林の調査結果を基

にした報告，ミズナラ，ウダイカンバの葉形質に関す

る報告，マツ属5種における針葉脂質の脂肪酸組成の

差異，スギの幼樹集団から模型的に精英樹を2世代に

わたり選抜した選抜効果，スギ採種園の害虫であるス

ギカサガの加害例，花粉の発芽試験に用いる培地組成

の検討等についての報告がなされた。

造林II会場

鳥取大学農学部山本福壽

造林I1会場では，樹木の開花や成長の化学調節，成

長調節物質の生理作用，環境ストレスや酸性雨関連の

研究，老化，遺伝変異，枝条の成長様式，熱帯雨林の

環境と成長など，樹木生理に関連するテーマを中心と

した多岐にわたる研究発表が行われ，活発な論議が展

開された。

種子に関する研究では，氷温での貯蔵，低温貯蔵時

の幼根の水分変化，低温と窒素ガス封入による貯蔵効

果などの種子の貯蔵技術に関する報告が行われた。ま

た低温湿層処理を受けたマツ種子内のアブシジン酸澱

度の低下と発芽との関係についての発表があった。

成長と光条件に関する研究では，ポプラの冬芽の開

芽における遠赤色光照射の促進効果力報告された。ま

たヤナギ挿し穂の発根や色紫沈着に及ぼす光照射の促

進的作用についても発表があった。

病理学との関連では，スギのこぶ病内のクロロプラ

ス|､の分布やインドール酢酸に関する研究報告があっ

た。

花粉症との関係から注目されているスギの花芽分化

や開花の化学調節については，マレイン酸ヒドラジド

やアブシジン酸処理による着花抑制効果が報告された。

またスギの花芽形成や花性分化と内生ジベレリンとの

関係が論議された。スギ雄花の休眠覚醒と低温処理と

の関係についても報告があった。さらに，強い花粉症

をもたらすとされるヤシャブシの着花調節についても

発表があった。

樹木の成長における成長調節物質の生理作用に関す

るものとしては，アプシジン酸をジベレリンとともに

スギに処理することにより伸長成長が促進されるとい
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う報告があった。またヤエベニシダレの枝垂れ現象は

ジベレリン処理によって正常化することが報告され，

リグニンやセルロースの合成における内生ジベレリン

の役割に関する論議が行われた。

ストレスと内生成長調節物質との関係については，

まず，アブシジン酸処理は熱帯産樹木の低温耐性を高

めることが報告された。また乾燥ストレス前歴を持つ

苗木の水分生理とアプシジン酸生成との関係や，硫酸

ミス|､処理がエチレン生成や内生インドール酢酸レベ

ルに及ぼす影響についての報告があった。さらに根系

の成長に対する酸性溶液処理の影響についても発表が

あった。塩ストレスについては，アカシア類の成長や

発芽との関係力報告された。また海岸林を構成するミ

ズナラのえき芽の成長特性と塩の影響との関係につい

ても発表があった。

挿し木増殖法に関するものとしては，スギ，ブナ，

ヤエヤマシタンを用いた3件の研究発表があった。

組織織造や形態に関するものとしては，カシワの萌

芽部位やヒノキのトックリ病木の異常肥大部位の解剖

学的な調査結果が報告された。また老大木の形態や生

育状況から樹木の長命化についての考察を試みる2件

の報告があった。また解剖学的な手法によるハリギリ

幼樹の樹齢の決定法についての発表も行われた。

遺伝学的な分野では，ナラ類の雑種個体の変異を明

らか･にするため，葉の購造やアイソザイムの解桝など

から遺伝変異を検討した2件の報告があった。

樹木の成長様式に関する研究としては，ホオノキの

葉とシュートの伸長，スギ挿し木および実生苗の地上

部・地下部の分枝形態，葉と節間の成長パターンと成

長期間との関係，異なる光条件下で生育させた樹木の

各モジュールの成長様式の違いなどに関する報告が行

われた。

熱帯雨林の構成樹種に関する研究では，環境と樹木

の成長に関連した報告4件が行われ，デンドロメータ

ーによる直径成長の解析，フタパガキ科樹木の成長と

光強度あるいは養分環境との関係，さらにアカシア類

の生理・成長に及ぼす酸性土壌の影響などが発表され

た。

以上に加え，ヤチダモの着花と直径との関係，雑草

木中における除草剤の残留鐘，クスノキ未熟果実の光

合成に関する研究発表が行われた。

造林Ⅲ会場

森林総合研究所森林環境部

〃生産技術部

重永英年
奥田史郎

造林IⅡ会場では，樹木の成長特性をガス交換，水分
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生理，樹冠形成などの観点から解析したり暁を中心に

発表が行われた。

初日は14題(1題は中止）の発表が行われた。落葉

性および常緑性のコナラ属の苗木を用いて’葉の展開

様式や大きさ，それぞれの葉の光合成速度，器官別の

重さや窒素含有通が，樹種別および季節別に検討され

た。クズの葉が高い光合成速度を維持するために，着

生方位を変化させていることについて発表された。続

いて，45種のl｣本産広葉樹の光合成特性を比較した研

究が2題，異なる光環境下で生育したヒノキの葉の光

合成能力を比較した研究が1題発表された。

スギ幼齢木での葉齢別，樹冠内の部位別の光合成速

度を比較した研究，高齢木での光合成速度，蒸散速度

の日変化を測定した研究がそれぞれ報告された。ブナ

などの3種の落葉広葉樹の光合成，蒸散速度の日変化

についての報告が行われた。さらに，林内で非破壊的

に光一光合成|曲線を測定することを試みた発表があ

った。初[|の最後は森林の衰退現象に関連して，ブナ

葉の可視傷害と光合成速度，異なる土壌pIIで育成し

たブナ苗木の蒸散速度の比較，北海道の亜寒帯林の衰

退調査，の発表が行われた。

2口目は，29題の発表が行われた。

大気中CO2淡度上昇による温暖化に関連して,CO2

濃度，温度がIIII葉または苗木全体の光合成反応へ及ぼ

す影響を数種の落葉広葉樹について比較検討した発表

が2題行われた｡森林がCO2のシンクかソースかとい

う問題に関して，モデルを用いた世界の森林タイプ'別

CO2固定量の推定，渦相関法を用いた森林大気間の

CO2フラックス測定例の報告がなされた。また,18年

生ヒノキの単木における個体サイズの大小とCO2交

換量の関係について発表があった。

続いて，数種の常緑広葉樹における光合成・蒸散速

度の日変化および季節変化と環境要因の関係，スギ樹

冠縦断面の葉面コンダクタンスプロファイルからの単

木蒸散量推定，土壌の乾湿が亜高山帯樹極の蒸散壁と

成長に及ぼす影轡，冬期の低温下でのスギとアカマツ

幼樹の光合成と水分状態，亜高山縞枯れ林帯に生育す

る樹種の葉の水分特性，アカシア等熱帯産の耐乾燥性

樹種の蒸散と水分特性の6題について発表が行われた。

午後に入って，樹体の通水抵抗や樹液流速度に関す

る6題の発表が行われた。スギとヒノキについて，土

壌乾燥による通水抵抗の変化，台風によって生じたモ

メによる通水抵抗の変化，樹体内での通水抵抗の配置，

樹液流速度と樹幹の含水率との関係が論じられ，また，

フィリピンにおける郷土樹種の樹液流速度，長期連続

測定が可能な樹液流速測定装置の開発について発表が



行われた。

樹形に関しては，シラカンバ属2種の樹形発達に及

ぼす隣接個体の影響，スギ2品種における光環境と樹

形との関係，アテおよびヒノキの樹冠形成長モデルの

検討，について発表が行われた。北方落葉広葉樹林で，

異なる光球境~ドにおける樹冠動態や葉群動態に関する

発表が行われた。また，ヒノキ人工林における非同化

部の投影面横の推定，アカマツの樹皮呼吸速度推定法

の検討についての発表が行われた。

ブナ林の造成に関連して，幼齢木の折れについて，

ノウサギによる苗木食害の実態と対応，高密度植栽し

た場合の成長経過，土場敷跡地でのブナ林造成につい

ての発表が行われた。

造林1V会場
森林総合研究所生産技術部

〃

酒井武
梶本卓也

造林Ⅳ会場では，2日間にわたって森林の更新機柵

および育林技術に関する研究を中心に41題の報告が

あった。

1日目は,13題の発表が行われた。稚樹の発生，定

着状況に関して，ヒノキ，サワラ，コナラ，各林分で

の調査例が3題紹介され，林内と林冠ギャップ下での

比較といった主に光環境に対する樹種特性が論議され

た。またブナを例に’1年生稚樹の枯死と障害および

病害等の関連性を取り上げたものや，沖縄県の天然林

に優占するイタジイを例に,種子の発芽,初期成長にリ

ター膳の有無が及ぼす影響に言及した報告も行われた。

稚樹個体群における樹種間の生育特性を比較した研

究が4題報告された。マレーシアの混合フタパガキ林

では，砂質土壌の尾根部と粘土の多い沢部に2種のカ

ブールが棲み分けており，2年間にわたる実生の消長

過程の追跡調査に基づき両極の生態的特徴が検討され

た。シオジとサワグルミが優占する奥秩父山地渓谷林

では，シオジがより耐陰性の高い樹種であることが示

唆された。さらに，林床にヒバ稚樹が高密度で生育す

るミズナラ林での研究では，林冠のミズナラ葉群の動

態に伴う稚樹個体のCO2収支の季節変動に着目して，

両種稚樹間の生育特性が比較検討され，稚樹個体群の

動態研究に関する新しい解析手法として注目された。

倒木，伏条更新等栄養繁殖による更新形態に関連し

た研究が3題発表された。秋田の佐渡天然生スギ林で

は，稚樹の大半は株上に見られ，特に腐朽した株がス

ギの更新にとって璽要であることが示唆された。ミズ

ナラ林内の伏条更新由来とされる高密度ヒパ稚樹個体

群については，アイソザイム分析による遺伝変異の解
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析が行われた。また，北海道で伏条更新形態をとるい

くつかの樹種の事例に基づき，森林の遷移における伏

条更新の意義およびその研究の必要性に言及した報告

も行われた。

2日目は，28題の発表が行われた。堅果を生産する

ブナ，イヌプナ，ミズナラ，。ナラの蝋凶に関する報

告がそれぞれあり，そのうちの一つは，果柄痕と堅果

落下数の相関関係があることを明らかにしイヌプナの

枝上に残った果柄痕の観察によって豊凶を推定すると

いう研究で,果柄痕は過去10年間において供試枝数の

50％で追跡可能であった｡総合討論では種子の豊凶に

関し活発な討論が行われた。

種子散布に関して6題が報告された。地表処理が動

物による種子の捕食に及ぼす影響では，ササ地をかき

起こした裸地とササ地にアカエゾマツの種子を置き，

その生残を調べ野ネズミによりササ地の種子が裸地の

種子よりより早く捕食されること，またササ地からの

距離が大きくなるほど種子の捕食は少なくなることが

示された。雑草種子の森林による捕捉効果ではシバ地

への風散布による雑草の侵入を森林の種子捕捉効果で

減らせることが示唆された。野ネズミによるドングリ

の貯食の調査方法の検討では，糸巻き法の成績が悪く

ラジオテレメトリー法で高い追跡率が可能であった。

種子の発芽に関する発表が3題行われた。動物に食

べられることのウワミズザクラの種子の発芽率に与え

る影響，埋土種子の発芽に及ぼす庇陰処理の影響，光

喋境とカシ類の発芽および実生成長の報告があった。

ウラジロガシ，アカガシ，イチイガシは発芽時期はこ

の順に早いこと，発芽期間はどの種も暗い環境下ほど

長期化することなどが示され，これらの実験結果は天

然林内での実生のサイズ分布，発芽動態の特徴を説明

するのに有効であることが示された。

ブナ帯および亜高山帯における更新特性と更新技術

に関して5題が報告された。大台ヶ原のトウヒ林保全

のための更新技術に関する研究では，衰退しているト

ウヒ林を植樹によらず自然の更新過程を促進する方法

で保全するための研究が報告された。

造林V会場
森林総合研究所東北支所

〃

大原偉樹
太田敬之

造林V会場は，2日間にわたって多様な方向から報

告され，生態学的な論議だけではなく，森林施業的な

論議も活発に行われた。

IR目は12編の報告があった。その中で1991年の

台風19号による被害木を解析した報告では,現在の天
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然スギ林が台風などの大規模な撹乱によって更新して

いたことやT/R比がこれまでの報告よりかなり低い

こと，また，アテの根の現存量がヒノキに比べ多いこ

となどが予測された。

広葉樹林の構造や動態については，陽性の強い樹種

の成長率が低いことやホオノキ，ブナはギャップの大

きさによってかなり更新様式が異なることが報告され

た。また，ブナとイヌプナのリターフォ弓ルの年変化

は少なく，両者の堅果の落下麺は同調しないことやコ

ジイの葉の落・ドのピークは種子と半年ずれ，それ以降

Kの含有環が減少することが報告された。そのほかに，

チマキザサを時期別に刈り取った場合の再生量の違い

や3段階の密度に植栽されたスギ造林地のススキ繁茂

量の違いなど下刈と関連した報告やハイマツの葉の回

転が3～4年であることを明らかにした報告，地形の

不均一性が階層別の立木密度に異なる影響を及ぼすと

いう報告があった。

2日目は30編の報告があり,その中でスギ人工林の

間伐，枝打ちに関しては，複層林と皆伐一斉林で上木

伐採により複層林の下木は樹高では一斉林に近づくが

胸高直径では差が広がること，また，枝打ちによる林

内照度の変化は林冠の中層でかなりの改善が見られた

ことが報告された。広葉樹の高品質材に関してはウダ

イカンパでは心材率が高いこと，ケヤキでは大径木で

樹形が良いことが高品質材の条件となり，その材を作

るための施業法が示された。

積雪と森林に関して9編の報告があり，雪圧に対す

る樹種の特性については，根の解析からブナよりコナ

ラが垂下する根が多く，ヒバではT/R比が大きく，根

の発達が悪いことやスギでは凸斜面では根系支持力が

植栽15年後から凹斜面より大きくなり,頂芽優勢がな

くなると冠雪荷重が大きくなること，また，雪上木と

埋雪木の関係から，ブナが他の広葉樹に比べ積雪期の

直立性が高いことなどの報告があった。また，多雪地

帯の施業法として枝打ちや帯状伐採の報告があり，70

％までの枝打ちの冠雪害に対する軽減効果があまりな

く，その後の成長の低下から強度の枝打ちはかえって

冠雪害を受けやすくなるという予測や帯状伐採地のス

ギ人工林の成長は林帯幅にかかわらず少雪年に増加す

ることが示され，単木択伐，棚積地栫を含め帯状伐採

について保全的な面から長所と短所を整理した報告が

あった｡多雪地帯の二次林の解析結果では,高い標高ほ

ど~ド層に占めるブナの割合が高くなる傾向が示された。

植生遷移に関する報告では，火山噴火で植生が全滅

した後，木本植物では落枝更新，萌芽更新によってか

なり早く植生の回復が行われることや，ブナ・スギ林
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でのスギの更新稚樹は伏条がほとんどであることなど，

栄養繁殖が植生遷移に果たしている役割が注目された。

九州の夏緑林では植生の類似度に影響を及ぼす要因が

伐採前，伐採後1年，3年で標高，尾根の向き，地表

の処理と順に変化していくことが報告された。そのほ

かに500年後の林分構造まで予測した遷移モデルカ擬

案され，今後の応用が期待された。また，フィリピン

での雲鵜林の林分織造，シベリアの針葉樹の火災によ

る成長への影響など海外での調査例が報告された。

最後に，近年注目されている大面積林分の構造を解

析した報告が8編あり，北海道の広葉樹林や渓畔域の

広葉樹林では，斜面位置と微地形による優占種の構成

の変化が明らかにされた。また，スギを主とする林分

については，多様な樹種とサイズ分布や立地との関連

性が示され，ギャップ分布と枯死木の形態の関係，特

に熊剥ぎが枯死木の成因に影響していることが報告さ

れた｡ヒバを主とする林分では,1991年の台風19号以

前と以後のギャップ分布の比較を行い，倒木のサイズ

や年輪解析により過去の攪乱と規模が推定され，優占

種と林床植生が地形と密接に対応していることが明ら

かにされた。さらに，トチノキ，ミズナラは樹冠から

の距離と稚樹の発生状況から動物による種子の運搬の

影響が示唆された。

バイテク部門
森林総合研究所生物機能開発部木下勲

東京大学農学部小島克己

バイテク部門では18課題の発表が行われた｡今年は

最初の],課題以外はすべて組織・細胞培養に関する報

告であった。

1日目の最初の報告は遺伝子操作を用いて不稔性ス

ギを作ることを目指した研究で，スギ花粉に特異的な

核タンパク質を検索するためにスギ花粉の核を単離し

たことが報告された。

培養による大量増殖では，すでに培養が可能になっ

ている樹種においても，増殖率のよい培養法の開発は

重要であり，そのためには不定胚や不定芽の利用が有

効である。不定胚形成についてはトベラとタラノキで

報告があった。不定胚形成は変異体の作出等増殖以外

の目的にも有効である可能性が検討された。また，有

用樹種の大斌増殖として，グイマツF1では種子胚の培

漣による不定芽形成率が高いことが示され，種子胚の

液体回転培養によって不定芽を大量増殖させるのに適

した条件が報告された。この条件では3カ月の培養で

30nigの胚由来の組織から計算上は約530万個の不定



芽が得られることが示された。組織培養は優良形質を

持った高齢木の増殖に有効であると考えられている。

この関連で，ケヤキの優良形質高齢木の腋芽から櫃吻

体が再生されたことが報告された。また，東南アジア

熱帯林の有用樹種であるフタバガキ科樹木の培養に関

する報告，ハナアカシアの新しい増殖手法として，不

定根を培養してできたカルスから不定芽を誘導できる

ことの報告，さらに，エゾヤマザクラの茎頂培養にお

ける増殖率が母樹によって異なることの報告があった。

2日目は，組織培饗系の改良にかかわるものとして，

ジベレリン，1－ナフチルアセトアミド，通気性フィル

ム,CO2ガスなどの培養系に与える効果についての報

告があった｡細胞レベルでは,雑種ヤマナラシ葉プロト

プラス|､からの個体再生，マイクロマニピュレーター

を用いた融合細胞の選別，ヒカリギリおよびアカシア

・マンギウムのプロ1､プラス|､の単離についての報告

があった。生理活性物質やさまざまな環境ストレスに

対する植吻の反応を培養系を用いて解析する手法は今

後ますます盛んに使われるようになるだろう。今回は

酸性キシロオリゴ糖がポプラのシュート分化に与える

効果と高浸透圧・アルカリストレスに対する中国産ポ

プラのシュートの成長を解析した2件の報告があった。

これまでにこの会場で発表されたバイオテクノロジ

ー（細織・細胞培養9DNA解析）を用いた研究には，

育種への応用を目指すものと生理研究の実験系を得よ

うとするものとの2つの方向があった。今や技術論的

な問題は次々に解決しつつある。方向性の異なる研究

者が技砺諭を議論する場であったパイテク会場を発展

的に解消し，それぞれが遺伝・育種あるいは生理の会

場で新たな展開を行っていく時期にきている。

保簔部門
森林総合研究所東北支所

〃

〃

鎌田直人
佐橋憲生
大井徹

樹病関連分野では枝枯・葉枯性病害，材線虫病関係，

ナラタケ属菌の生物学的極ヅーラ類の集団枯損に関す

る研究など39題の発表が行われ，活発に論議された。

今回の特徴は，新しいテクニックやアプローチの方法

が取り入れられたことであり，今後の発展が期待され

る。

葉枯・枝枯性病害ではスギ黒粒葉枯病菌が気孔から

侵入することが示されたほか，スギ黒点枝枯病菌の侵

入部位が雄花であることが明瞭に示され注目を引いた。

青変菌関連では病原菌が生産する生理活性物質の作
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用，種間・分離菌株間での病原性の差異，接種後の水

ポテンシャルの推移などが報告されたが，生理活性物

質の作用については病原性，病徴発現との関連など感

染生理学への発展力糊待された。

新病害関連では2種の新病害，インドネシアの材

木・緑化樹木の病害が報告された。

ナラタケ病については生物学的種に関連する4題が

報告されたが，それらの識別にアイソザイムパターン

を利用する方法，従来の交配方法では判別が難しかっ

た交配の成否を核DNA量で判別する方法が試みられ

るなど新しいアプローチが見られた。これらを統一的

に理解し，生物学的種が明らかにされることが期待さ

れる。

腐朽病関係ではカラマツ根株心腐病の髄的被害の解

析，根元折れ被害の報告，ヒノキの幹腐朽被害につい

て報告があった。

ヒノキ漏脂病については病患部からの糸状菌の分離，

C応陀""j"p"た"洲の接種試験に関する報告，低温刺

激を加えた組織の解剖学的研究が発表された。本病害

の発生機構については病原微生物説や気象害説などが

提案されているが，その原因については確定されてお

らず，低温刺激による本病害の発生機構を明らかにす

るためのモデル実験は，病原微生物以外の要因に注目

したものとして興味深い。マツの材線虫病は引き続き

関心の高さがうかがわれ，病態生理などさまざまな観

点から10題の発表が行われた｡多樹種と共存するアカ

マツの本病に対する感受性の差異やクロマツ根系に対

する本病の影響に関する報告は新しいアプローチとし

て，また細胞の生死の判別にDAPIによる染色を用

いる方法は新しいテクニックとして興味を引いた。

ナラ類の集団枯損については各地から5題の講演が

行われた。関西地方と新潟で発生している被害木各部

位からの菌類の分離について報告がなされ，共通に分

離される菌として耽卿0”0噸属の1種が確認された

(この菌は､後日行われた樹病研究会で,東北地方の被

害木からも分離されることが報告された)｡また分離さ

れた菌類の接種試験では変色能力はあるが婆凋・枯死

は再現できなかった。この集団枯損にはカシノナガキ

クイムシの穿孔が関与しており，本キクイムシの健全

ナラ類への接種の試み，発生消長についての報告が行

われた。これらの報告から本集団枯損には菌類，昆虫

が関与していると考えられ，両分野，さらには樹木生

理の専門家を加えた協力体制が不可欠であると考えら

れた。

昆虫関連の分野では，スギ・ヒノキの材質劣化害虫，

材線虫病関係，食葉性昆虫，種子害虫，昆虫群集や天

休業技術No,6141993.5
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敵に関する研究などおのおの2～5題の発表が見られ

た。

スギノアカネトラカミキリでは，成虫が摂食すると

産卵数が増えること，近畿地方でも本種の密度が高い

こと，被害の拡大は非常に遅いことが報告された。ス

ギカミキリについては，天敵微生物を使った防除の試

みや，個体群動態に関する研究，寄主一・寄生者モデル

による個体数変動のシミュレーションに関する研究が

あった。ヒノキカワモグリガでは密度変動の調査や成

虫出現時期の推定の試み，成虫行動の日周性など基礎

的な研究が見られた。キパチの発表も2題見られた。

材質劣化を引き起こす害虫であり，今後の研究が望ま

れる。

マツノマダラカミキリに関しては，寒冷な未分布地

域での飼育実験や，台風の被害木に寄生した穿孔性昆

虫相の調査結果が示された。また，他の穿孔性昆虫群

集がマツノマダラカミキリに対して負のフィードバッ

クとして働き，マツ枯損量の周期的変動が引き起こさ

れるという興味ある仮説が提案された。

誘引剤とトラップを使った研究も5題見られた。種

によっては，これまでの方法では捕狸が困難な昆虫を

容易に捕まえられるため，分布調査等に有効な手段で

ある。しかし，トラップの有効範囲など不明な点も多

いため，コスカシパの研究のように，データの処理と

解釈が難しい難点がある。

樹木と食葉性昆虫の相互作用に関する研究が4題あ

った。うち3題はこれまでの仮説を支持する結果だっ

た。興味深いのは，マツカレハの食害がマツの窒索レ

ベルの増大とタンニン含有暇の低下を引き起こすとい

う，これまでの定説とは逆の結果が示されたことであ

る。今後，マツカレハの生長にどのような影轆を及ぼ

すのかを飼育実験によって確かめる必要がある。

種子食性昆虫は，森林の維持・更新過程を解明して

いくうえで重要な問題である。ブナの開花期から結実

落下期までの昆虫の加害や，カシ・シイ類の堅果の落

下後の昆虫の加害形態が報告された。また，天敵に関

しても，クモ相に関する研究，アリガタパチに関する

研究が見られた。

鳥獣関係の発表は12題あり，対象動物別には，ヤチ

ネズミ3題，ニホンジカ2題，ヤマビル1題，ツキノ

ワグマ2題，カワウ1題，鳥類一般3題の内訳であっ

た。内容別には，林業被害と防除法，植物群集との相

互作用，生息実態についてと多岐にわたっていた。

エゾヤチネズミに関しての発表は，同所的なアカネ

ズミと比較しながらエゾヤチネズミのl]周活動と分散

様式を明らかにしようとしたものであった。駆除とい

休業技術N0.6141993.5

う応用面はもとより，種間関係についての基礎的研究

の展開に注目したい。紀伊半島産ヤチネズミに関して

の発表は，この種の分布特性を水供給への適応と結び

つけた演者の研究の核心部分の前段的な仕事であり，

紀伊半島群と本州中部以北群の歯と大・小腸の形態に

地域差力認められないことが示された。房総のヤマビ

ルに関する発表では，分布拡大にシカがかかわってい

ることが指摘された。シカの胃内容物の分析について

の発表では，スギ，ヒノキへの食害は特定の性・年齢

クラスが起こしているのではないことが示された。奈

良県からクマハギの報告があったが，東北地方でも同

様の害が顕在化しつつある。西日本での研究が十分生

かされることを願う。大型獣の生息実態把握の方法に

関しては，多数のクマへのテレメの装着，ヘリコプタ

からのシカのカウントと，かなりの技術的前進がうか

がわれた。カワウについての発表は，営巣活動の植生

への影響という動物と植物の相互作用の特異な一面を

扱っており興味深かった。鳥類群集の変動に関しての

発表は，環境と種間関係など複雑な要因が絡む現象を

扱っているので，分析にいっそうの工夫を期待したい。

鳥の種子散布についての研究がl題あったが，最近関

心の高いテーマである。

全体的には，研究対象の多様化が進み，基礎的研究

が増加したのはここ数年の傾向であり，好ましいもの

と考える。しかし，学会発表が,r重箱の隅をつつ

く｣，あるいは｢所変われば品変わる」的な発表にはま

っていくことのないよう注意を喚起したい。

防災部門
北海道大学農学部中村太士

森林総合研究所森林環境部水谷完治

4月5日の発表はすべてポスターセッション形式で

あり，活発な議論が行われた。内容的に区分すると，

蒸発散，土壌の保水・浸透そして雨滴侵食，土砂流出，

台風による森林被害，森林の構造と土砂氾濫，林内微

気象，雪関連など多岐にわたる。スギ林蒸散量に関し

ては，林分を対象とした熱収支による測定，さらに単

葉・単木を対象とした多種の方法による測定結果が示

された。また，個別的には切り木法による樹体内の水

分動態，非破壊で樹液流量力制定できる幹熱収支法を

用いた測定法などが紹介された。このほかにもヒート

パルス法を用いた寒冷地での蒸散特性，微気象学的手

法による年間を通じた比較研究，高感度放射温度計に

よる蒸発散量の推定が試みられた。土壌の保水特性に

関しては，体積含水率と圧力水頭の経験式が示され，
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あった。雪食崩壊の研究では，モデルによる表層土の

移動の可能性について検討された。林道の路面侵食に

関する研究では，縦断勾配との関係について報告され

た。飛砂の研究では，移動拡散解明のための風洞実験

の報告があった。

植生にかかわる発表は6課題であった。まず，リモ

ートセンシングによる雲仙普賢岳噴火による森林被害

の実態把握について報告があった。泥流跡地の再生林

に関する研究では，十勝岳噴火において粒径分布と再

生林の構造の関係が考察された。開析谷斜面における

土砂移動の研究では，植生の再生が及ぼす機構につい

て解析された。河川のリターの貯留量に関する研究で

は，河川地形に影響されることが示された。海岸林の

葉の付着塩分の研究では，風向や降雨量等との関係に

ついて報告された。

水文．気象等についての発表は5課題であった。基

岩層からの流出成分に関する研究では，複合貯留関数

型モデルの開発による成分分離の報告があった。水質

に関する研究では，渓流水温・湧水温・地温の通年観

測の報告があった。ギャップにおける気象研究では,

落葉広葉樹二次林のギャップ周辺の地温形成の特徴に

ついて考察された。小型チャンバーを用いた水蒸気フ

ラックスの測定システムの開発では，長波放射を阻害

しないフイルムを用いて自然に近い状態での地表面フ

ラックスを測定するものであった。森林におけるCO2

収支の研究では,CO2フラックスを乱流変動法で測定

しており，今後この方法を用いてCO2収支の研究は進

むものと思われた。

半乾燥地域を模式した土壌浸透実験では,傾斜増加に

対して地表流量が増加しないことが示された。下層植

生が土壌浸透能および地表流に与える影響については，

地表面に形成されるクラストとの関連で説明した研究，

地表流粗度係数を落葉堂．草堂との関係でとらえた研

究，さらに雨滴衝繋力の測定装置とその適用に関する

研究が発表された。水収支関連では，山地流域におけ

る降水錘の推定手法，火山体における深層地下水の変

動も含めた水収支研究などが紹介された。土砂流出に

ついては浮遊砂など細粒成分に関するものが中心で,

熱帯林開発による侵食と浮遊土砂流出，また小流域の

浮遊砂流出特性が降雨との関連で検討された。台風被

害については，微地形と林分構造の関連，三重県にお

ける台風,9号の被害報告と根返り・幹折れ発生機構

のモデル，大分県における被害報告と数値実験結果が
かくらん

報告された。降雨・土砂流出に伴う攪乱については，

土地利用との関連でとらえた発表，地表変動と森林構

造を撹乱の強度・頻度との関連でとらえた発表があっ

た。林内微気象については,Ao層が地温に与える影

響，群落レベルの総合観測による熱収支およびCO2フ

ラックスの測定結果，さらに林分構造が乱流拡散係数

に与える影響が示された。雪に関する研究事例として

は，降雪量と森林による冠雪量，冠雪量と昇華蒸発量

の関係が検討された。また，融雪特性の地域性を積算

気温と積算雪面低下逓との関係および標高の違いによ

って検討した研究。数千haオーダーの地域を対象と

して実施された積雪水量の研究が紹介された。このほ

かにも林内の放射環境，特に長波放射量に注目して融

雪を検討した研究，雪田における融雪と植物季節を結

びつけた研究，酸性雪の降下と河川水質の問題を紹介

した研究が報告された。

防災部門の口頭発表は土砂災害，森林被害,森林水

文，森林気象等に関した23課題について行われた。

侵食.崩壊.土石流等についての発表は'2課題であ

った。樹木根系の崩壊防止機能に関する研究では，胸

高直径からの土壌緊縛範囲の推定，抜根抵抗力と樹

種．根系分布．土壌条件との関係解析，セン断抵抗力

を求める新しい理論解析法の報告があった。森林水文

と関係づけた研究では，花崗岩山地と古生層山地にお

ける崩壊発生と水文特性の違い，下層植生がクラスト

形成に及ぼす影響，地下水流の水理特性変化が地下侵

食に及ぼす影響について報告があった。海外における

研究は，インドネシア・メラピ火山に関して2課題あ

り，火砕流堆獄物の侵食過程や土石流の発生規模等の

報告であった。また，凍結融解による土壌集合体の破

壊に関する研究では，有機物量や根量の影響の報告ｶヨ

利用部門
森林総合研究所生産技術部

〃

〃

樹
明
三

雅
良
容

陣川
田中
山田

利用部門は作業・機械・林道等を中心とした林業的

立場の研究にこれらが人間および森林に与える影響等

近年注目されつつある研究を含めた多岐にわたる幅広

い分野を対象としている。今回は，これら68課題につ

いて2つの会場で研究発表が行われ，活発な意見交換

が行われた。

労働科学に関しては15課題の報告が行われた｡労働

安全について，国有林，大学演習林，および三重，鳥

取，京都，高知の4府県の民有林における林業労働災

害に関する一連の要因分析が報告された。作業姿勢に

ついて,OWAS法を用いた手持ち機械作業姿勢，お

よびバイオメカニクス手法を用いた枝打ち作業姿勢の

林業技術No.6141993.5
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評価法が紹介され，生理的負担について，心拍数を指

標にしたエネルギー消費量の予測，およびタワーヤー

ダ荷掛手の作業強度の評価が報告された。操作性等に

ついて，運転視界の分析とアイカメラを用いた注視点

分析からハーベスタの操作環境を評価する手法，およ

び注視点分析と心拍数から林道の幾何構造を評価する

手法が紹介され，ハーベスタとの組作業におけるフォ

ワーダ操作桿の操作性に関する研究が報告された。ま

た，きたるべき排気ガス規制に備えた2サイクルエン

ジンの排ガス測定システムの検討，運動負荷実験を通

して森林という空間環境が人間の生理的機能に与える

影響の報告が行われた。

路体や法面構造など土質・土木に関しては，衝撃加

速度法による盛土の締固め度の推定，テンションクラ

ックの発生を判断基準とした切取り余剰土砂の捨土量

限界の検討，林道法面崩壊発生地の調査による崩壊発

生頻度の要因分析，それを基にした崩壊危険度による

路網評価システムなど4課題の報告が行われた。

路網に関しては，山岳林における路網の発達と路網

修正係数，地形指数と循環路網事例の検討，数値地形

解析システムを用いた系統的な林道網配置計画の方針，

基盤整備における循環路網配置のための計画基準，路

網が造林作業にもたらす開設効果の経蟹試算，利用価

値分析による細部基盤整備のための伐出システムと路

網効果の総合的評価事例など6課題の報告が行われた。

ベースマシンに関しては4課題の報告があり，脚式

林業機械ではマルチCPUシステムを利用した脚式歩

行機械の制御システム，立脚式林業用歩行機械の傾斜

地実験，脚式歩行機械の模型機を使用した歩容実験な

どビデオを交じえての報告が行われた。また車両系で

は車体を上下に屈曲する機構を持った傾斜対応車両の

安定性について報告があった。

枝払い関係については，プロセッサに用いることを

意図した枝払いに用いる刃の形状とその切断性能，試

作したナイフをプロセッサに実装したときの実機試験，

また生枝の強度・弾性係数の季節変化について報告が
あった。

架線集材に関しては12課題の発表があり,岩大式集

材法専用横長型搬器の開発，岩大式集材法における空

フック誘導装置の開発，集材機の自動化・高性能化の

ためのエンドレスドラムを用いたトラクションウイン

チの性能，特定小電力無線の林地内到達性能，またワ

イヤーロープのS曲げ疲労試験機の改良，新しい素材

として注目されている合成繊維スリングの強度につい

ての報告があった。タワーヤーダに関しては，タワー

ヤーダを用いた間伐材搬出方法の導入条件，間伐材搬

林業錨No.6141993.5

出試験，列状間伐集材作業を行った場合の生産性とコ

スト，吊荷が林地を引きずる際の架線への力学的影響

について報告があった。またタワーヤーダとそのウイ

ンチを利用した枝払い機械（デリマ）との組み合わせ

による新しい集材作業仕組みの報告があった。その他，

熱帯林の観察に三角架線を用いた場合の問題点につい

ての報告力苗あった。

伐出システムに関する発表は8課題の発表があった。

事例調査としては，プロセッサについて，土場作業と

土場面域との関係や作業コストに関する検討が報告さ

れた。フェラーパンチャによる定性間伐試験や択伐林

への移行過程における最適作業システムに関する検討

が発表された。伐出システムの計画手法について，パ

ソコンを利用した架線集材計画支援ソフトやニューロ

アルゴリズムによる経費予測システムについての発表

があった。またアンケートによる林内作業車に対する

評価について発表があった。

森林利用計画に関しては，ラオスにおける焼き畑地

域における森林の保護と土地利用計画，利用価値分析

による森林基盤整備計画のシステム化について発表が

あった。また民有林素材生産の安定化のための森林所

有者アンケート調査結果について報告力§あった。

造林機械は伐出機械に比べて機械化の遅れが指摘さ

れるところだが，その造林機械に関して，スウェーデ

ンにおける造林機械化の取り組みについて報告があっ

た。造林機械の試作・開発としては植林ユニットや自

走式刈払機についての発表があった。また天然下種更

新のササかき起こしにバックホウ，トラクタを用いた

試験結果について報告があった。

伐出作業が森林へ与える影響に関して6課題の報告

が行われた。機械の走行回数と土壌特性との関係や，

機械の走行による表土移動を実験により明らかにしよ

うとする試みが発表された。また高性能機械による伐
かくらん

出跡地の林地攪乱，土壌踏圧に関する調査結果の報告

があった。トラクタ集材の跡地の植被の回復をヘリウ

ム気球からの低空写真によって把握する方法を検討し

たものやトラクタ集材被害木の追跡調査の結果が報告

された。近年，林業の高性能機械化の期待が高まって

いるが，その一方で，こうした森林への影響の評価に

よって，機械の改良や作業方法の改善の検討が必要で

あろう。

その他，写真によるスギ人工林の地位判定の手法が
発表された。
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徳島県における採算間伐と
複層林造成の実践例

佐々木浩
口
一

一
一

一
一

一
一

一一
一

1 °はじめに

良質材生産を目指すには，間伐を頻繁に行う集

約的な施業が求められる。しかし，一般間伐材の

価格の落ち込み，林業労働者の減少や高齢化等に

より従来の保育体系に沿った間伐事業を行うこと

力:難しくなっている。

そうした中で，県西部においては間伐率を高め

ることによって単線循環式軽架線の利用を可能に

した「選木育林・早期仕上げ間伐」】'2)が，県南部

と中部においては林内作業車を活用した従来間

伐3>(写真･1)が徐々 に増えつつある。そこで，今

回は採算性を重視したこの仕上げ間伐の実践例と

その後に造成された複層林を紹介する。なお，調

査は昭和63年～平成2年にかけて行ったが,当時

の池田，脇町農林事務所林務課の方々には現地調

査や資料を提供していただき深く感謝する。

2選木育林・早期仕上げ間伐方法とその特徴

「選木育林・早期仕上げ間伐」は,4年前まで本

県において林業専門技術員をしていた杉山幸氏が

発案実践したユニークな育林施業方法で,昭和50

年ごろより県西部の池田，脇町両農林事務所管内

で盛んに行われた｡昭和60年度からは採算性に重

点を置いたモデル展示林を設定し，その普及を図

っており，現時点においては約400箇所,530ha

の実績を上げている2)o

本施業は主にスギのha当たり3,000本植栽地

域で，過去に除間伐が2～3回行われ，仕上げ間

伐時の林齢が25～30年生に達している林分が対

象となる。方法は，15年生時点において，皆伐時

まで残す立木を4m間隔とし,その残存優勢1級

木(ha当たり620本）に白ペンキ付けを行う。仕

灘
写真･1林内作業車による間伐材の搬出（撮影：関氏）

上げ間伐を実施する前の枝打ちは，原則として元

玉枝打ちは全林木を対象に行い，2玉枝打ちはペ

ンキ付けをした木に絞って行う。このことはむだ

な枝打ちの防止にもなる。なお，主な特徴や施業

上の利点1,2)を挙げると下記のとおりである。

①強度間伐で，間伐木の中に’級木が多く交じ

り，間伐木の量と質が向上することで，伐出のコ

ストダウンが図れる。

②疎林化により単線循環式軽架線の作設が容易

となるため作業効率が上がり，残存木の損傷が少

ない。また，仕上げ間伐であるので商品価値が高

い元玉の肥大成長部分に全く傷が付かない。

③スギ林内への陽光導入（林内相対照度：

40～50％)で，雑草木が繁茂し，地力保全機能が

向上する。このことにより生態系として安定性の

高い針広混交多層林へと移行しやすくなる。また，

複層林の造成およびゼンマイ，キハダ等の特用林

産作物の林間栽培によって，スギ林地の高度利用

等林業経営上のメリットが増す（写真･2，3)。例

林業技術No.6141993｡5
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写真･2林地保全効果が高いスギ・キハダニ段林
（撮影：筆者）

えば,｢林間栽培されたゼンマイは柔らかで口触り

が良く，仲買人の評価が高い」(穴吹町･谷敏文氏）

とか，スギ林の中に自生していたキハダは生薬の

ベルベリン含量が比較的多かったという興味ある

報告4)もある。

④間伐後，残存木の年輪幅が広くなり，材質の

低下を生じると危慎されているが，優勢木のみに

絞った2玉枝打ち（枝下高：6～8m)や本施業

地の立地および気象環境等（年間降水量：

1,400～1,800mm)を考慮すれば，思ったほどの肥

大はなく，標準木において間伐後の年輪幅は胸高

部では約5mm，地上高3.2m部では約4.5nlnlで成

長している。

3．間伐前の予備調査

ある林分を間伐する場合，間伐率の低い従来間

伐を選ぶか，強度間伐である早期仕上げ間伐を選

ぶかは，あらかじめ標準地調査を行い，現状を十

分に把握する必要がある。

林業技術No.6141993.5

写真･3スギ林間でのゼンマイ栽培(撮影:佐藤氏,上下共）

(1)立木本数による区分

①冠雪害危険地域では，いかなる間伐を行う場

合にしても4齢級はha当たり1,600本以下とし，

5齢級では多くとも1,200本までとする5）。

②5齢級で間伐前にha当たり1,400本以上で

あれば，風害等を考慮し，従来間伐力聴当と思わ

れるが,1,400本未満であれば,早期仕上げ間伐が

可能である。

③間伐後，林間栽培を行う場合はha当たり多

くても800本未満に落とす仕上げ間伐とし，林内

の相対照度を高める。

(2)間伐率による区分

本数間伐率(N%)と材積間伐率(V%)の関係

から間伐の種類を区分すれば下記のとおりとなる。

①V>N-6かつV≧30のときは従来(上層）

間伐とする。

②V>N-6かつV<30のときは従来(下層）
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台風被害が頻発する地域では，

一般に，風害に対して抵抗力が

あるといわれる形状比の低い立

木で構成された健全な森林を造

成することが重要であるが，早

期仕上げ間伐はそれが比較的に

容易で，本施業の導入は気象災

害軽減の1つの解決策になると

考える。

4．搬出距離と収益

林齢の比較的若いスギ人工林

に限定し，間伐収支の明らかな

事例の搬出距離と収益の関係に

ついて検討した。

(1)林内作業車の場合

林内作業車を利用した場合の

伐出事例等(従来間伐)の結果3）

から，搬出距離と収益の関係を

見ると，道路からの距離が100

m未満にある林分ではha当た

り30万円前後の純収益が見込

めるが,250m以上では多くて

も10万円の収益しか得られな

いことが推測できる。また，収

益率（市場売上額と伐出諸経費

の差を市場売上額で割った値の

％比）について検討すると，搬
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出距離と純収益との関係とほぼ同様の平行する回

帰直線が得られ，比較的高い相関が認められた。

これは安定した収益性があることを示す（図.3)。

(2)単線循環式軽架線の場合

脇町農林事務所管内における選木育林・早期仕

上げ間伐での収支結果を見ると，収益率にバラツ

キが生じる傾向があるが，車道からの距離が100

m未満の林分では,ha当たり40～60万円の純収

益が約束される。なお，距離が150mである一宇

村実平の事例では，収益率がかなり低いものの所

要経費の大部分が人件費として地元に還元され

た6）（図・4)。

5．見直される採算間伐と複層林施業

間伐とする。

③V≦N－6かつV>30のときは早期仕上げ

間伐とする。

(3)胸高直径による区分

間伐前後において，立木の胸高直径階別の度数

分布の変化をグラフでまとめると，従来間伐では

間伐前後の分布に変化はほとんどなく(図｡l)，早

期仕上げ間伐では分布に大きな変化が見られ，ピ

ークが20cI11から22cInに移り高くなる。また，頻

度が10％以上ある直径の範囲は16～24cmから

18～24cInと変化し，径級がそろってくる。このこ

とで,径級が18cm未満の被圧木はほとんど残らな

くなる（図・2)。

搾業技術No.6141993.5
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しく残っている平成3年の台風

19号による森林被害は特に県

西部の池田町と山城町で被害が

大きかった7)。しかし,本地域で

普及されている早期仕上げ間伐

実施林分では一部で折損・根返

りが林縁部において確認されて

はいるが，これは隣接地の皆伐

等が原因で発生したものであり，

全般に被害はきわめて軽微であ

った。このことは，優勢木のみ

を残す本間伐施業が残存木の形

状比を低下させ被害を小さくし

たものと考えられ，今後の風害

等に対する健全な森林管理技術

開発の1つの手掛かりとなった。

また，今回の調査では早期仕上

げ間伐と従来間伐の違いが数量

的に明らかになったが，次は，

仕上げ間伐後のスギの肥大成長

や複層林造成地での下木の成長

状況について検討し，より良い

育林技術確立へ一歩でも前進し

たい。

（ささきひろし．徳島県林業総
合技術センター育林科長）
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ローンへの適用

ロヒノキの枝形質について(1),(n)

圏圃眉廠
※ここに紹介する賛料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたします｡lli!||llllil
東京農工大学農学部演習林報

告第30号

平成4年3月

東京農工大学農学部附属演習林

口樹木のシンナミルアルコールデ

ヒドロゲナーゼの精製およびその

性質

口多孔集水管の適正構造に関する

実験的研究

口木材の曲げ破壊じん性とアコー

スティック・エミッション特性

ロスロープト・フィンガージョイ

ントを含む集成材の曲げ強度性能

ロスギ，ヒノキ原木丸太材のマイ

クロ波乾燥

ロケヤキの乾燥過程で発生するア

コースティック・エミッションの

特性

口年輪内のPMMA含有率とヤン

グ係数

口反応性染料の木材への染着性

口好アルカリ性細菌によるリグニ

ンの分解(第1報)－パニリン

酸資化能力を持つ好アルカリ性細

菌の単離と各種リグニンモデル化

合物に対する分解性

凸
●
凸
、
■
■
ｐ
１
Ｕ

Ｏ
Ｕ
ｌ
Ⅱ
日
日
ｑ

▲
■
８
９
０
■
■
０
Ｆ

Ｏ
Ｈ
８
６
ｂ
日
日
■
Ｐ

０
■
日
日
ｇ
■
■
■
り

凸
日
日
日
■
●
』
■
ｐ

●
。
■
■
■
巳
■
▲
■
８

ｂ
■
▲
■
■
且
■
《
●

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

０
１
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｏ
８
Ｂ
０
ｐ
０

０
■
１
１
０

１
，
日
■
Ⅱ
■
０

１
Ｕ
■
１
１
１

静岡大学農学部研究報告

第42号

平成5年3月

静岡大学農学部

ロチャノキイロアザミウマのキウ

イフルーツ園への飛来

ロウンシュウミカン果実からの拡

散ジベレリン様物質の活性

口数種の庭園樹の発根に及ぼす密

閉ミストざしの効果

ロパクロプトラゾール処理がカキ

‘西条'の新梢伸長,､早期落果,果実

品質および着果に及ぼす影響

口高性能林業機械による伐出作業

システムについて(111)－造材

作業時のプロセッサーの主作業と

副作業

ロウラジロモミ及びブナ木粉のニ

トロ化物の分別及び画分の性質

口制癌性多糖類に関する研究（第

18報)一マイタケ菌糸体多糖

の細分画と抗腫瘍活性

ロブナ，ミズナラ，コナラの気孔

の反応特性

口新潟市内国産材市場における購

入業者の購入頻度と購入材の性格

〔研究資料〕

口羽越水害崩壊地への植生侵入に

ついて

〔業務資料〕

ロスギ間伐材を利用したログハウ

スの製作

高知大学農学部演習林報告

第19号

平成4年3月

高知大学農学部附属演習林

口魚梁瀬千本山保謹林の過去20

年間の植生の推移

口斜面崩壊に関する研究一崩

壊タイプと斜面内の水収支につい

て

口農家林家における林業経営行動

のラグ・モデルによる分析

口高齢スギ人工林の現存曇と成長

経過(1)，（2）新潟大学農学部演習林研究報

告第26号

平成5年2月

新潟大学農学部附属演習林

〔論文〕

ロ佐渡演習林における台風19号

の風の状況

ロ佐渡演習林におけるスギ人工林

成長量試験地のデータベースと試

験地林分の成長経過

口山地小流域における無降雨日の

地下水流出鐘の推定について

口林道路面良否に関する評価判定

法の提案

口地震による斜面崩壊の観察

名古屋大学農学部演習林報告

第11号

1991年12月

名古屋大学農学部附属演習林

ロヒノキ人工林の林木個体の総光

合成生産

口山腹工事施工地における土壌の

性質と地形要因

ロキクイムシ坑道周辺の木材組織

にみられる変色および菌の侵入様

式について

口山岳林地域における地形解析に

関する基礎的研究

口樹幹形に関する研究

鳥取県林業試験場研究報告

第34号

平成4年4月

鳥取県林業試験場

口間伐林における伐出作業のシミ

ュレーションの試み－モデル

の概要

口森林の取扱による林地貯水能の

比較

ロマツ材線虫病防除剤の注入傷害

防止に関する研究

口スギの枝密度一確率過程に

もとづく枝密度の誘導と精英樹ク

林業技術No.6141993.5
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一
司
り
，
卜
６
１
申
４
４
’
４
０
１
９
１
０
０
０
１
０
０
８
０
０
０
０
凸
９
０
６
。
Ⅱ
Ⅱ
８
９
９
９
０
り
り
Ｏ
ｆ
ｆ
６
り
り
り
り
中
中
一堂

今
月
の
ポ
イ
ン
ト
↑

。． 』

一
・
木
曽
踊
り
と
百
草
丸
一

．

一
・
名
酒
を
味
わ
う
前
に
、
ま
ず
一
服
、
苦
味
一

一

一
健
胃
薬
を
一

一

炉
９
９
０
Ｇ
ｒ
・
Ｕ
０
６
ｂ
ｄ
０
ｊ
０
０
０
０
Ｇ
Ｄ
０
０
■
６
０
１
０
■
Ｂ
０
９
９
０
０
０
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
０
６
ｊ
６
ｊ
６
９
ｌ
》

オ
ウ
パ
ク
（
キ
ハ
ダ
の
内
皮
）

産一隆一

d-i▼【

威宣瀞、壽壼

再

跡
一

4

鐙醗
ぞ漁I

溺鰯
ｒ
Ｄ
０
ｐ
ｊ
■
１
１

1
■

『
一
一一

一Ｊ 。

木曽御獄山・御激神社（上下共）
胃
・
整
腸
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
生
薬
は
、
次
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
る
。

一
、
苦
味
健
胃
薬

味
覚
を
刺
激
、
食
欲
を
増
進
、
ま
た
食
物
の
消

化
を
良
く
し
、
反
射
的
に
胃
の
運
動
な
ら
び
に
消

化
液
の
分
泌
を
昂
進
さ
せ
る
。
と
き
に
は
、
単
に

苦
味
薬
と
し
て
の
み
な
ら
ず
神
経
興
奮
薬
と
し
て

胃
腸
機
能
を
活
発
に
さ
せ
る
。

二
、
芳
香
性
健
胃
薬

臭
覚
に
よ
り
食
欲
を
昂
進
し
、
ま
た
反
射
的
に

胃
の
運
動
な
ら
び
に
消
化
液
の
分
泌
を
う
な
が
す
。

精
油
成
分
は
直
接
に
粘
膜
を
刺
激
し
て
消
化
液
を

分
泌
す
る
。
ま
た
、
腸
に
も
作
用
し
、
蠕
動
昂
進

》

己

■

■

９

■

■

」

宅

■

寺

々

ユ

・

■

■

む

ら

■

国

■

ｐ

旬

ウ

』

・

や

糸
『
匡
匪
呼
稗
Ⅸ
巳
Ｅ
心
鰹
甥

オ
ウ
バ
ク
オ
ウ
レ
ン
キ
ナ
ク
ジ
ン
ゲ
ン
チ

ア
ナ
コ
ロ
ン
ボ
コ
ン
ズ
ラ
ン
ゴ
セ
ン
ブ
リ

ニ
ガ
キ
ミ
ズ
ガ
シ
ワ
ヒ
キ
オ
コ
シ
ホ
ッ
プ

ホ
ミ
カ
リ
ュ
ウ
タ
ン
リ
ン
ド
ウ

芳
香
性
健
胃
薬

ア
ニ
ス
イ
ズ
シ
ュ
ク
シ
ャ
ウ
イ
キ
ョ
ウ
カ

ミ
ツ
レ
ガ
ジ
ュ
ッ
ケ
イ
ヒ
チ
ョ
ウ
ジ
ハ

ッ
カ
ニ
ク
ズ
ク
ゴ
シ
ュ
ユ
ト
ウ
ヒ
チ
ョ

ウ
ジ
リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

辛
味
性
健
胃
薬

ウ
コ
ン
コ
シ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
ガ

シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
ト
ウ
ガ
ラ
シ

木
曽
を
訪
ね
て
…
…

「
百
草
」
や
「
百
草
丸
」
は
木
曽
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
苦
味
健
胃
薬
で
あ

る
と
同
時
に
、
生
活
を
支
え
る
糧
に
も
な
っ
て
き

て
い
る
な
と
感
じ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
木
曽
の
名
酒
〃
七
笑
″
と
〃
中
乗
さ

ん
〃
の
味
が
、
胃
に
も
腸
の
中
に
も
、
今
で
も
し
っ

か
り
と
し
み
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

を
起
こ
し
、
腸
内
ガ
ス
も
出
や
す
く
す
る
た
め
に

駆
風
（
オ
ナ
ラ
の
出
を
良
く
す
る
）
薬
と
し
て
も

使
用
さ
れ
る
。
ウ
イ
キ
ョ
ウ
な
ど
。
し
か
し
、
過

迩
に
お
い
て
は
粘
膜
に
炎
症
を
起
こ
す
の
で
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

三
、
辛
味
性
健
胃
薬

苦
味
性
お
よ
び
芳
香
性
健
胃
薬
を
兼
ね
た
作
用

が
あ
る
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
果
皮
な
ど
。
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風 土と薬剤恒吻篭
｡§｡÷÷争
奪巻c§｡

26苦味健胃｡整腸薬とのつきあい

蕊．”蕊…・奥山 徹

木
曽
の
ナ
ァ
な
か
の
り
さ
ん

木
曽
の
お
ん
た
け
ナ
ン
チ
ャ
ラ
ホ
ー
イ

夏
で
も
寒
い
ヨ
イ
ョ
イ
ョ
イ

（
パ
ン
フ
「
き
そ
ふ
く
し
ま
」
・
同
町
観
光
協
会
刊
よ
り
）

木
曽
踊
り
。
七
月
二
十
二
日
～
八
月
十
六
日
の
期
間
、

木
曽
各
地
で
踊
ら
れ
る
。
今
か
ら
五
百
五
十
年
ほ
ど
前
、

木
曽
義
仲
の
霊
を
弔
う
べ
く
甲
兜
を
着
け
た
武
士
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
京
の

都
ま
で
百
四
十
里
に
わ
た
る
中
仙
道
。
難
所
の
中
に
も
、

風
光
明
媚
で
霊
験
あ
ら
た
か
な
木
曽
御
撤
山
（
三
、
○
六

七
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
奥
社
と
し
て
古
い
歴

史
を
持
ち
、
全
国
に
今
で
も
多
く
の
信
者
を
有
す
る
御
撤

構
。
そ
の
麓
の
王
滝
村
は
、
七
月
二
十
七
・
二
十
八
日
の
御

嶽
神
社
例
祭
で
に
ぎ
わ
い
、
今
で
も
各
地
か
ら
信
者
た
ち

が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
。
そ
し
て
信
者
た
ち
を
通
し
て

全
国
に
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
に
「
御
嶽
百
草
丸
」
や
「
日

野
百
草
丸
」
が
あ
る
。
前
者
は
長
野
県
製
薬
株
式
会
社
（
木

曽
郡
王
滝
村
此
の
島
）
の
、
後
者
は
、
日
野
製
薬
株
式
会

社
（
木
祖
村
藪
原
）
の
代
表
的
な
製
品
で
、
い
ず
れ
も
オ

ウ
バ
ク
を
主
材
と
し
た
胃
腸
薬
で
あ
る
。

御
嶽
山
麓
に
自
生
す
る
キ
ハ
ダ
の
樹
皮
を
原
料
と
し
た

水
性
エ
キ
ス
は
、
天
明
の
昔
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

両
者
い
ず
れ
も
、
オ
ウ
パ
ク
エ
キ
ス
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

末
、
ピ
ャ
ク
ジ
ュ
ッ
末
、
セ
ン
ブ
リ
末
、
コ
ウ
ポ
ク
末
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
胸
や
け
、

胃
痛
、
食
欲
不
振
、
（
食
欲
減
退
）
、
消
化
不
良
、
腹
部
膨

満
感
、
胸
の
つ
か
え
、
嘔
吐
等
に
効
果
が
あ
る
。
同
じ
効

能
を
持
つ
製
品
と
し
て
、
「
百
草
内
服
液
」
、
「
百
草
頼
粒
」

な
ど
も
あ
る
。

ミ
カ
ン
科
の
「
キ
ハ
ダ
」
は
山
地
に
自
生
す
る
落
葉
高

木
。
「
黄
肌
（
層
）
‐
一
の
意
で
、
内
皮
が
黄
色
で
あ
る
。
夏

の
土
用
の
こ
ろ
に
は
、
よ
く
発
達
し
た
外
皮
の
コ
ル
ク
層

が
剥
が
れ
や
す
く
な
る
。
こ
の
外
皮
を
剥
い
で
内
皮
を
乾

燥
し
た
の
が
「
オ
ウ
バ
ク
（
黄
柏
）
」
で
、
年
間
約
一
五
○

ト
ン
（
国
内
品
は
二
ト
ン
程
度
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
そ

う
だ
。
現
在
は
野
生
品
だ
け
で
は
需
要
に
追
い
つ
け
ず
、

地
元
は
も
と
よ
り
、
オ
ウ
バ
ク
生
産
地
組
合
を
作
り
、
大

和
地
方
（
奈
良
県
）
で
委
託
・
植
栽
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

黄
柏
は
代
表
的
な
日
本
薬
局
方
収
載
の
生
薬
。
豊
富
に

含
ま
れ
る
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
・
ベ
ル
ベ
リ
ン
（
一
・
二
％
以
上

の
含
量
を
規
定
）
は
、
グ
ラ
ム
陽
性
菌
お
よ
び
陰
性
菌
に

対
し
て
強
い
抗
菌
性
を
示
す
こ
と
か
ら
、
塩
化
ベ
ル
ベ
リ

ン
製
剤
（
健
胃
整
腸
薬
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
ほ
か
に
、

粘
液
物
質
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
水
、
酢
な

ど
で
練
っ
て
打
撲
に
外
用
す
る
。

一
方
、
奈
良
県
吉
野
の
大
峰
山
で
は
「
陀
羅
尼
助
（
ダ

ラ
ニ
ス
ケ
）
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
き
た
。
オ
ウ
バ
ク
エ
キ

ス
を
竹
の
皮
に
薄
く
塗
り
付
け
、
乾
燥
・
固
化
し
、
板
状

に
し
て
保
存
す
る
。
こ
ち
ら
も
山
伏
を
通
し
て
伝
わ
っ
て

き
た
秘
伝
薬
で
、
い
ず
れ
も
健
胃
・
整
腸
薬
、
下
痢
止
と

し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

こ
こ
で
、
現
代
病
の
一
つ
、
消
化
管
系
疾
患
に
関
す
る

薬
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
食
物
の
消
化
、
栄
謎
物

の
吸
収
、
老
廃
物
の
排
泄
な
ど
を
順
調
に
行
わ
せ
る
に
は
、

胃
腸
平
滑
筋
の
運
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
健
胃

・
整
腸
薬
は
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
健
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大屋刑場跡（左：首切地蔵尊，右：栗山孝庵記念碑）涙松の碑（萩市，大屋）

し
、
学
問
の
深
さ
や
論
理
性
と
い
う
点
で
松
陰
を
超
え
た

人
物
は
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
の
人
間
美

学
と
い
う
点
で
は
松
陰
は
最
高
の
人
物
で
あ
っ
た
。

松
陰
は
一
貫
し
て
行
動
の
人
で
あ
り
、
気
概
の
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
勉
学
の
壮
烈
さ
は
日
記
や
読
書
録
に
見
る

と
お
り
で
あ
り
、
膨
大
な
著
作
の
量
は
そ
の
反
映
で
あ
る
。

松
陰
は
真
実
に
生
き
る
こ
と
で
時
代
の
先
駆
者
と
な
っ

た
。
松
陰
の
生
涯
は
常
に
人
間
の
原
点
を
示
す
も
の
と
し

て
歴
史
の
上
に
光
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

松
下
村
塾
か
ら
巣
立
っ
た
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
、
伊

藤
博
文
、
山
県
有
朋
、
品
川
弥
二
郎
な
ど
幕
末
維
新
の
激

動
期
に
活
躍
し
た
人
材
が
師
松
陰
の
志
を
受
け
継
い
だ
の

で
あ
る
。

「
涙
松
の
石
碑
」
を
過
ぎ
、
し
ば
ら
く
歩
を
進
め
る
と

か
せ
が
ざ
か

「
悴
坂
一
里
塚
跡
」
に
到
着
す
る
。

か
ら
ひ

長
州
藩
で
は
萩
城
下
の
唐
樋
の
札
場
を
起
点
と
し
て
防

長
両
国
の
主
要
道
に
一
里
（
約
四
キ
ロ
）
お
き
に
「
一
里

塚
」
を
設
け
た
が
、
悴
坂
一
里
塚
は
萩
往
還
最
初
の
一
里

塚
で
あ
る
。

一
里
塚
は
周
囲
を
玄
武
岩
の
石
垣
で
組
み
、
内
に
土
を

え
の
さ

盛
っ
た
小
山
で
あ
る
。
台
上
に
は
榎
を
植
え
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
現
在
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
里
塚
の
歴
史
は
戦
国
時
代
に
起
源
を
持
つ
が
、
江
戸

時
代
の
街
道
整
備
に
よ
り
全
国
的
に
設
置
さ
れ
た
道
路
標

識
で
あ
る
。
明
治
以
降
は
交
通
機
関
の
発
達
と
道
路
幅
の

拡
張
な
ど
で
姿
を
消
し
、
今
日
で
は
山
奥
の
旧
道
の
地
に

ひ
っ
そ
り
と
眠
っ
て
い
る
も
の
が
、
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る

程
度
と
な
っ
た
。

萩
往
還
に
は
八
ヶ
所
の
一
里
塚
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
明
治
以
降
の
道
路
拡
張
が
急
勾
配
の
旧
道
を

は
ず
し
、
新
し
い
道
を
作
っ
た
た
め
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
お
や

悴
坂
を
越
え
、
し
ば
ら
く
進
む
と
「
大
屋
刑
場
跡
」
が

あ
る
。
藩
政
時
代
の
処
刑
場
で
多
く
の
罪
人
が
処
刑
さ
れ

た
場
所
で
あ
る
。

く
り
や
ま
こ
う
あ
ん
ほ
う
れ
き

刑
場
跡
の
近
く
に
、
萩
藩
医
の
栗
山
孝
庵
が
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
に
刑
死
し
た
女
性
囚
人
を
こ
こ
で
日
本
最
初

の
女
体
解
剖
を
行
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
石
碑
「
栗
山
孝

庵
女
刑
屍
体
勝
分
之
跡
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

栗
山
孝
庵
は
萩
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
、
京
都
の
山
脇
東

洋
に
学
ん
だ
医
者
で
あ
る
。
日
本
の
医
学
史
上
、
学
術
的

人
体
解
剖
を
最
初
に
行
い
実
験
医
学
の
第
一
歩
を
記
し
た

師
山
脇
東
洋
に
次
い
で
二
番
目
の
人
体
解
剖
を
行
っ
た
。

藩
医
と
し
て
は
長
州
藩
中
興
の
英
主
と
い
わ
れ
た
七
代

し
げ
た
か

藩
主
重
就
の
側
医
を
勤
め
、
学
識
、
人
望
と
も
に
併
せ
た

「
関
西
の
名
医
」
と
称
せ
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

く
び
き
り
じ
ぞ
う
そ
ん

ま
た
、
こ
の
近
く
に
「
首
切
地
蔵
尊
」
と
地
元
で
呼
ん

で
い
る
石
像
が
静
か
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
は
多
く

の
処
刑
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

現
在
も
地
元
の
人
た
ち
は
毎
年
八
月
二
十
四
日
に
供
謎
祭

を
行
っ
て
い
る
。
近
く
の
小
川
の
下
流
に
は
、
藩
政
時
代

に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
は
り
つ
け
石
」
が
十
六
個
ほ
ど
瞳

か
れ
て
い
る
。

し
り
ま

風
音
以
外
、
何
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
静
寂
の
中
に
い
る

と
藩
政
時
代
の
思
い
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
が
、
萩
往
還

い
つ
し
＆
う
だ
に

の
最
も
急
勾
配
な
一
升
谷
は
ま
だ
遠
い
・
道
を
急
ぐ
こ
と

に
す
る
。

林業技術No.6141993.5
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甥
．
．
劇

鬮

萩
か
ら
山
口
を
経
て
三
田
尻
へ
通
ず
る
道
、
萩
往
還
を

幕
末
の
志
士
た
ち
は
何
度
歩
い
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

萩
城
下
を
後
に
し
て
、
大
屋
に
入
り
、
左
へ
大
き
く
曲

が
る
と
萩
の
町
が
見
え
な
く
な
る
の
で
、
旅
人
は
こ
こ
で
（

し
ば
ら
く
体
を
休
め
、
城
下
を
振
り
返
り
別
離
の
涙
を
流

し
た
と
い
う
。

昔
は
、
こ
こ
に
往
還
松
の
大
木
が
あ
り
、
他
国
に
旅
立

つ
人
々
は
、
こ
こ
で
萩
を
見
返
っ
て
別
れ
の
涙
を
流
し
、

旅
か
ら
無
事
帰
っ
た
者
は
、
こ
こ
か
ら
萩
城
下
を
眺
望
し

喜
び
の
涙
を
催
し
た
た
め
、
い
つ
の
こ
ろ
か
「
涙
松
」
と

言
い
伝
え
ら
れ
た
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
五
月
、
井
伊
大
老
に
よ
る
「
安

政
の
大
獄
」
に
連
座
し
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
萩
か
ら
江

戸
へ
囚
人
と
し
て
護
送
さ
れ
た
吉
田
松
陰
（
一
八
三
○

～
五
九
）
は
、
こ
こ
で
見
送
る
門
人
た
ち
と
最
後
の
別
れ

を
告
げ
、「
帰
ら
じ
と
思
い
さ
だ
め
し
旅
な
れ
ば

ひ
と
し
ほ
ぬ
る
る
涙
松
か
な
」

よ

と
詠
ん
だ
。
現
在
は
当
時
の
涙
松
は
枯
れ
、
そ
の
跡
に
「
涙

松
の
石
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

吉
田
松
陰
は
三
十
年
と
い
う
短
い
生
涯
の
中
で
、
広
く

全
国
を
歩
い
て
い
る
。
幕
末
の
志
士
の
う
ち
で
彼
ほ
ど
諸

国
を
旅
し
た
人
は
珍
し
い
。

西
は
熊
本
・
長
崎
か
ら
北
は
青
森
・
津
軽
の
竜
飛
崎
ま

で
、
四
国
に
も
渡
り
、
佐
渡
ヶ
島
に
も
足
跡
を
記
し
て
い

る
。
彼
の
知
ら
な
い
地
方
は
出
雲
か
ら
能
登
へ
か
け
て
の

山
陰
、
北
陸
の
一
部
だ
け
で
あ
る
。

松
陰
の
旅
は
、
「
発
動
の
機
は
周
遊
の
益
な
り
二
「
西
遊

日
記
」
の
序
文
）
と
自
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る

観
光
と
異
な
り
、
書
斎
で
は
学
べ
な
い
現
実
の
問
題
点
を

見
つ
め
、
人
に
会
っ
て
語
り
合
い
、
本
を
探
し
て
読
み
、

か
つ
抄
録
す
る
勉
強
の
旅
で
あ
っ
た
。

松
陰
の
時
代
を
超
え
た
視
野
の
広
さ
、
思
考
の
柔
軟
性

は
、
そ
の
若
き
日
の
数
多
く
の
旅
と
無
縁
で
は
な
い
。
ま

た
、
彼
の
学
問
が
常
に
当
時
の
日
本
の
実
情
に
対
処
す
る

ゆ
え
ん

方
策
の
追
求
に
あ
っ
た
由
所
で
も
あ
る
。

松
陰
は
生
涯
を
通
じ
五
回
萩
往
還
を
旅
し
て
い
る
。
嘉

永
三
年
（
一
八
五
○
）
八
月
二
十
五
日
、
二
十
一
歳
の
松

陰
は
萩
を
出
発
し
、
初
め
て
他
国
遊
学
の
旅
に
出
た
。
こ

の
旅
の
記
録
が
「
西
遊
日
記
」
で
あ
る
。
以
後
、
松
陰
は

旅
ご
と
に
そ
の
日
記
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

「
西
遊
日
記
」
に
よ
る
と
、
朝
五
時
に
宿
舎
を
出
発
し
一

日
平
均
五
十
キ
ロ
の
行
程
を
旅
し
て
い
る
。
平
戸
の
葉
山

佐
内
に
従
学
し
、
五
十
日
間
で
約
八
十
冊
の
書
籍
を
読
み
、

そ
の
要
点
を
抄
録
し
て
い
る
。

松
陰
の
生
涯
で
、
旅
の
全
行
程
を
日
記
類
よ
り
推
定
す

る
と
六
年
間
で
約
一
万
三
千
キ
ロ
（
一
年
平
均
二
千
キ
ロ

強
）
と
い
う
灘
く
べ
き
数
字
に
な
る
の
で
あ
る
。

吉
田
松
陰
は
、
そ
の
短
い
一
生
で
生
命
の
す
べ
て
を
燃

焼
さ
せ
た
人
で
あ
る
。
学
問
、
教
育
、
政
治
、
そ
の
す
べ

て
に
対
し
て
真
剣
で
あ
り
、
情
熱
的
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
常
に
純
粋
で
あ
り
、
人
間
に
対
し
て
真
実
の

心
（
藝
識
）
で
対
し
た
。
松
陰
の
行
動
が
美
し
く
、
清
潔
ゆ
え

で
あ
り
、
人
間
美
学
の
最
高
の
結
晶
を
示
す
の
も
そ
の
故

で
あ
る
。

幕
末
に
活
躍
し
た
学
者
や
政
治
家
、
志
士
た
ち
と
比
較

林業技術No.6141993．5
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1．はじめに

昭和36年6月，伊那谷を襲った梅雨前線豪雨

は，伊那谷各地に大きな被害をもたらした。なか

でも大鹿村の大西山は，山の中腹から小渋川まで

高さ450m,幅280mにわたって崩壊し，崩壊面

積約20ha,崩壊土砂320万nf,死者42人，家屋

全壊流出39戸,耕地流出35haという大惨事を招

いた（写真･1，2)。

写真･1大崩壊前の大西山

写真･2現在の大西山

林業技術No.6141993.5

2．事業地の概要

大西山事業地は長野県の南部に位置し，東側に

3,000mクラスの高峰を連ねる南アルプス国立公

園の赤石山脈と，西側に1,800mクラスの伊那山

地に囲まれた大鹿村大河原地先にある。

周囲は7つの市町村と隣接しており，東西16

lim,潮上28km,総面積約25,000ha,その95%が

山林原野で，年平均降水量1,761mm,年平均気温

12℃と内陸性気候の特性を強く持った農山村であ

る。

赤石岳を源流とする小渋川を中心に，鹿塩川，

塩川，青木川の4つの渓流が小渋川となって天童

川へと合流している。その両岸は天童小渋水系県

立公園を形成しており，各所に大自然の景観を楽

しむことができる（図・1)。

地質は村の中央部を中央構造線が走り，分杭峠

から地蔵峠へほぼ南北に縦断し，地質を二分して

いる。大西山は中央構造線以西の内帯に位置し，

上部はマサ化による表面侵食の進んだ花崗岩，中

腹以下は鹿塩ミロナイトで構成されており，物理

的風化により年間7,000～8,000nfの多量な岩屑

を生産している。

3導入の経過

大西山崩壊地は標高差300m,平均傾斜43度と

急峻な地形であり，規模が大きく，資材運搬のめ

ど力§立たなかったため，昭和36年以来,平成2年

までその復旧に着手できない状態であったが，復

旧の推進のため，上部崩壊から復旧する方針を立

て，その資材運搬方法の検討を行った。方法とし

ては，一般的に使用されている資材等の運搬手段

である治山運搬路，ケーブルクレーンで比較検討

をした。まず治山運搬路は，運搬の利便性には優
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れているが，地形的に適地といえず，地質的にも

中央構造線に接した変成帯で，開設による荒廃の

危険性が極めて高い。治山運搬路開設時の延長は

1,800mにも及び，開設費とその後の維持管理費

に，本工事の全体計画額以上の多額の費用を要し，

事業終了後の原状回復すなわち，林地化が極めて

困難である。

ケーブルクレーンは汎用性が高く，また，施工

地の移動に合わせた架設が可能であるが，長大急

峻な当事業地では架設可能範囲が限定されるため，

工事全体量に対する運搬手段にはなりえない。一

般的な資材等の運搬手段を断たれ，長い間大西山

上部の復旧は遅れていたが，平成2年度からこう

した問題の解消について検討した結果，地形，地

質上の制約が少なく，急勾配での運行が可能で，

運搬上安全性も高いモノレールを導入することを

決定し，実行した。

4．モノレールの構造

モノレールの台車は，乗用台車，箱形台車，長

尺台車，バケット台車の4種類で，乗用台車には

3重のブレーキシステムを装備し，安全を最優先

に考慮した台車で，急傾斜地での人員輸送の有効

な手段として，今後山間部の工事現場での活用が

大いに期待される（図。2，表｡1，写真･3)。

箱形台車はコンクリートブロック，栗石，小型

の作業用具等を運搬する。コンクリートブロック

林業技術No.6141993.5
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乗用台車駆動車

追

図･2モノレール構造図

表･1モノレール仕様諸元

明 細

モノライダーMR-180S

長1150m巾530川高830m

135肥

ラックビニオンギヤー噛み合い方式

ユニバーサル連結桿複連結チェーン

前進1段後進1段

35度

40m/分

500kg

（降坂）遠心内拡式（定速ブレーキ）

（駐車）内払式

（緊急）遠心内拡式

発進停止レバーによる自動停止

追突自動停止バンパーによる自動停止

空冷ディーゼル単気筒

DY-27BS

6.0ps/1800rpm4.5ps/1500rpm

0.265@

JIS2号軽油

3.5@

セルスターター＆リコイルスターター

12V-24AH

乗用台車MT-3L

長2730m巾540川高1100m

180kg

3名

FRPバケットシート

傾斜可変式シートベルト肘掛付

定速ブレーキ

停止ブレーキ（駆動車運動方式）

ユニバーサル連結桿方式

チェーン

項 目

名称型式

寸法

重量

駆動方式

運結機

変速段数

登坂角度

速度

最大積載量

制動方式

〃

〃

停止装置

〃

機関

型式

工出カ

ン排気量

ジ使用燃料

ンタンク容量

始動方式

バッテリー

名称型式

寸法

重量

乗車定員

座席

方式

ブレーキ装置

〃

連結機

副連結装置

は1回に11個，栗石は1回に0.25nf運搬で

きる（写真･4)。

長尺台車は長い物や，小型の機械類を運搬

する｡最長4mの資材まで運搬できる(写真・

5)｡

バケット台車はコンクリートの運搬に使用

する。急な上りでコンクリートがこぼれない

ようにレールの傾斜に合わせてバケットにも

傾斜がついており，1回にコンクリート0.13

nfを運搬できる（写真･6)。

5まとめ

治山工事にモノレールを導入した結果，次

のような成果が得られた。

（1）通勤時間が徒歩で約90分かかったの

が約25分で作業地まで到着できるため'通勤

時間が短縮でき，通勤による疲労がないため，

現場に到着後すぐ作業に従事できる。

（2）ケーブルクレーンでは，索から外れる

と小車等で小運搬をしなければならないが，

レールを延ばすことにより，資材を作業地内

まで運搬することができる。

（3）無人で安全に資材を運搬することがで

きる（写真･7)。

（4）ケーブルクレーンなどと違い，架線作

業主任者など特殊な資格がなくても，だれで

駆

動
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ジ
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乗
用
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写真･3乗用台車 写真･4箱形台車

写真･5長尺台車 写真･6バケット台車
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写真･7資材の運搬状況 写真･8大西山将来予想図

も架設撤去が簡単にできる。

（5）場所によっては枝を伐る程度で伐採を最小

限に抑え，自然景観を保持することができる。

モノレールの活用については労働者の高齢化や

労働力不足，自然環境保全に対応できる工法であ

り，今後，省力森林土木工法等開発パイロット事

業の一環として各種事業に幅広く活用されること

を期待する（写真･8)。

（ふるやはるひさ・駒ヶ根営林署小渋川治山事業所）

林業技術No.6141993.5
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關へ＠回ざ趣圃一親林活動をｻポー ﾄする

BB｡森林の立地にも注目しよう

小泉武栄

1．森を見て山を見る

木を見て，森を見て，さらに山も見て自然の成

り立ちを考えよう。いささか欲張りなようだが，

こう心がけることによって，今まで見えなかった

森林の別の側面が見えてくるはずである。今回は

そんな話を紹介したい。

山に自然観察に出かけた場合，皆さんが最初に

することは何なのだろうか。おそらく木の種填を

調べることだと思う。高い木のリストをつくり，

それぞれの割合を推定し，さらに樹高や胸高直径

を調べる。これｶﾐまず最初の仕事だろう。そして

次の作業はおそらく森の構造を知ることであるに

違いない。高木層，低木層，草本層のそれぞれの

構成種を調べ，優占種を出し，上の木と下草の関

係を知る。ずいぶん時間のかかる作業だが，これ

でその林の現況は一応把握できたことになる。

さてその次に何をしたらいいのだろうか。観察

会の目的によって異なるのだろうが，私は「ここ

にはなぜこんな森林が成立したのだろうか」とい

うことを考えることをお勧めしたいと思う。これ

を考え始めると，自然観察はがぜん楽しくなって

くる。

森林の立地条件は複雑である。気候条件，光条

件，水分条件，土壌条件。いずれも森林の立地を

考える際には大切なものばかりである。でも現場

で，「なぜここに｣ということを考えたとき，私は

最も重要なのは地形条件だと考えている。

例えば秩父辺りの海抜1,000m程度の山地を

例として取り上げてみよう。本来ならブナ帯に当

たる高度であるから，ブナが優占しているはずだ

が，実際にはブナは多くなく，尾根筋にはモミや

ツガが，沢筋にはシオジが多く見られる（ここで

材業技術No.6141993.5

は仮に，一次谷程度の小さい谷を「沢」と呼び，

もう少し大きい谷を「谷」と呼ぶことにしたい)。

ブナが優勢なのは中腹においてだけである。これ

はまさに地形と森林分布との関係である。

2．地形とは

「地形｣というと，傾斜と斜面の向きのことだろ

うと理解されることが多い。しかしここで言って

いるのはそういうことではなく，秩父の例でもわ

かるように，尾根筋，沢筋といった地形上の位置

のことである。地形がなぜ他の条件より重要かと

いうと，ひと口に言えば，水分条件や土壌条件が

地形によってほとんど決められているからである。

尾根筋なら乾きやすくて土壌も薄いし，台風のと

きなどは強風による害を受けやすい。一方，沢筋

は湿っていて土壌は厚く，栄養分も豊富である。

冬ならば遅くまで雪が残りやすいし，逆に集中豪

雨の際などは崩壊や土石流が起こりやすい。だか

ら，そこが尾根筋なのか，沢筋なのか，あるいは

中腹なのか，ということは植物にとっては非常に

重要なことである。

このような地形と植生との関係は山に限らず，

丘陵地でも河原でもどこででも見いだせることだ

が，こうした関係を把握することが，「なぜ｣を考

える自然観察の第一歩といえよう。

3．隣の山を見る

ところでこの「地形と森林分布との関係」は，

1つの山だけでなく，近くの山を見て比較してみ

ると，もっとよくわかることがある。地形が山に

よってかなり違っていることがあるからである。

ある山は起伏も少なく，ゆったりとしているが，
や

ある山では痩せた尾根と深い沢が繰り返す。同じ

標高なのに地形がまったく違っていることも少な
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図･’三頭山ブナ沢右岸硬砂岩地における樹種の分布(a:ブナ,b

（等高線は2m間隔。地図は現地測鍛により作成。図の下方が谷。

:ツガTC:カエデ類'd:イヌブナ）

鎧も低い等高線は1,184mを示す）

小泉．鈴木・清水(1988)より引用

くないのである。当然のことながら，それぞれの

山に成立する森林はまったく違ったものに鞍って

しまう。

例えば，奥多摩に三頭山という山がある。多摩

川の支流・秋川の源頭にある海抜1,528mの山だ

が，この山にあるブナ沢という小さな沢では，沢

の両側の地形が違っていて，森林も異なっている。

左岸側はなだらかな斜面になっていてそこにブナ

林が卓越するが，右岸側では痩せた尾根と深い沢

が交替し，尾根筋ではモミ．ツガとミズナラ，沢

筋ではヒトツバカエデやサワシバが優勢でブナは

少ない。森林の組成は明らかに地形を反映してい

るのである（図・1)。

こうなると，次には2つの問題が派生してくる。

’つは｢なぜこのような地形の違いが生じたのか」

という問題であり，もう1つは「地形が違うとな

ぜ樹種力漣ってくるのか」という問題である。

最初に前の問題から考えてみよう。

4．地質から地形を見る

結論から言うと，地形の違いは大半が地質の違

いを反映したものである。三頭山の場合，左岸側

のなだらかな斜面をつくる岩石は石英閃緑岩であ

り，右岸側の痩せた尾根と深い沢の交替するのは

硬砂岩という堆積岩の分布域である。石英閃緑岩

というのは花崗岩の仲間の岩石で，この岩石の分

布地域がなだらかな地形をつくるのは，岩石が長
マ

い間の風化によって地表面から何メートルもが真
什

砂化しているからである。岩石が真砂化している

と雨水が浸透しやすく，崩壊が起こりにくい。そ

の結果，地形はなだらかになるのである（ただし，

1991年の8月には100年か200年に1回程度し

か起こらないような集中豪雨があり，この山でも

珍しく崩壊が発生した)。

一方，硬砂岩のほうは硬くて風化しにくいが，

逆に雨水はその分だけ浸透しにくいから，こちら

のほうが沢筋での崩壊ははるかに起こりやすい。

その結果，沢筋だけがえぐられて，痩せた尾根と

深い沢の交替するゴツゴツした地形ができた。斜

面上の風化物質も薄く，森林の成立には決してい

い条件ではない。

このように地質の違いが土地条件の違いをもた

らし，そこに成立する森林に違いを生じさせたの

である。

この例に見るように，地質が違うと，岩石の風

化の仕方や水の浸透の仕方が異なり，それが地形

に反映することが多い。例えば，花崗岩系の岩石

林業技術No.6141993.5
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は風化しやすく，かつ水が浸透しやすいので，一

般になだらかな地形をつくることが多い。しかし

泥岩や頁岩の場合だと，風化しやすくても水が浸
己まご忠

透しにくいので，ここでは非常に細々した沢と尾

根が繰り返す（例えば房総半島鹿野山南方の九一卜

九谷)｡硬砂岩や石灰岩のように風化しにくい硬い

岩石だと，痩せた尾根と深い沢の繰り返す険しい

地形をつくりやすい。したがって，きわめて大ざ

っぱに見れば，地質によって地形や土壌の性格が

決まり，それによってそこに成立する森林が決ま

っているということがいえるのである。

このような地質と地形の関係を明らかにするこ

とは，本来は地形学者の仕事である。しかし分野

にかかわりなく，地質や地形に注目することによ

って，森林についてさまざまのことがわかってく

ることも確かである。自然は本来一つのまとまっ

た存在である。現地で，ぜひいろいろ考えてみて

いただきたいと思う。要は，地質が違えば風化の

仕方が違い，その結果，できる地形や土壌が違っ

てきて，それが植生に反映する，ということであ

る。一種のシステムとして考えていただければ，

理解しやすいのではないかと思う。

5．氷河時代の影響

ところで山の地形を考える際，所によっては氷

河時代の影響が非常に強く残されている場合があ

る。話が少し難しくなってしまうが，少しだけこ

れについて触れておこう。高山帯や亜高山帯，あ

るいは山地帯の上部では，斜面がごろごろした粗

大な岩塊に覆われていることが珍しくない。これ

は氷河時代の寒冷な気候下で，岩石が凍結破砕作

用によってバリバリと破砕されることによって生

じたもので，花崗岩系の岩石の分布地で特によく

発達する。写真･1にその一例を示したが，それほ

ど高くない山地でも，例えば大菩薩嶺の北側の丸

川峠付近では，周囲がブｰ林なのに，岩塊地だけ

にネズコやサワラの森林が成立しているし，同じ

ような森林が山梨県塩山市北方の小烏山など各地

で見られる。木曾のヒノキ林にもこうした岩塊地

に成立したものが多い。これも注意してみるとお

もしろい。

林業技術No.6141993.5

鍵
写真．l南アルプス北部仙水峠付近の岩塊斜面

(カラマツが点在している。上部はシラピソ林）

6地形の違いと樹種の違い

2番目の問題に移ろう。地形が違うとなぜ生育

する木の種類が違うのか，という問題である。

この問題を解くには個々の樹種の生育について

の生理生態学的な解析が不可欠であろう。例えば

ブナは生長にどれだけの水と温度と光が必要であ

り，どんな条件のときに最も生長がよいか，とい

うような知識がなければ，ブナ林の分布について

語ることは難しい。地形条件についても同じこと

が言え，例えば岩角地には生育できない樹種とい

うものがあるはずである。しかし私自身はこうし

た面についての知識はまったく持ち合わせていな

いから，この部分の説明は皆さんにお願いするこ

とにし，やや違った側面からこの問題に迫ってみ

たいと思う。それは地形の違いとは，実は地形形

成作用の違いにほかならない，ということである。

尾根筋と中腹，沢筋を比べてみると，土壌条件

や水分条件は確かに違っている。しかし違いはそ

れだけではない。時間を少し長く取ってみると，

沢筋では必ず崩壊が起こるし，谷筋では土石流が

発生する。こうした数十年，数百年に1回程度の

事件が森林植物の分布に大きく影響している可能

性があるのである。

例えば，サワグルミという植物がある。カツラ

やトチと並ぶ，沢筋の代表的な樹木である。サワ

グルミは従来の研究者には沢筋の湿った環境を好

む植物だと考えられてきたが，私たちはサワグル
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の地形形成作用の違いによるもので
写真．2北アルプス北部鉢ヶ岳の西側斜面

(地質によって斜面の色や岩孵の粒怪，植被のつき方が違っている） ある。例えば手前の白く見える部分

ミが沢筋に出現するのは，実は沢筋を好むためで

はなく，単に結果ではないかと考えている。つま

りサワグルミは本来はパイオニア的な性質の強い

陽樹であって，崩壊地や地滑りによって生じた裸

地に出現しやすい。ところが崩壊や地滑りは沢筋

で発生しやすいから，結果的に沢筋にサワグルミ

が分布することになるのではないか，ということ

である。

この問題は私のゼミの卒業論文で扱ってもらっ

たのだが，同じ卒論で房総丘陵における亜高山性

の樹種・ヒメコマツの存続条件を扱った事例でも，

やはり100年に1回程度の崩壊が重要な役割を果

たしている，ということが明らかになっている。

土石流の通過した谷筋で，樹齢のそろったシオジ

やダケカンバの林が見られることがあるのも，同

じように考えることができよう。

これらの事例は，これまでr土地的極相」ある

いは「地形的極相」という名で片づけられてきた

樹木の分布を，改めて見直す必要性を示している

のではないかと考える。おそらく裸地へ落ちた種

子がどのように発芽し，どのように生き延びてい

くか，という点から，森林の成り立ちを見直して

みることが大切になるのではないかと思う。

7．高山帯での事例

森林からは離れるが，地形形成作用の重要性を

は流紋岩砂礫地で，ここでは現在，

細かい岩屑の生産と移動が活発に行われている。

その結果，ここには砂礫の移動に強いコマクサと

タカネスミレのみがわずかに生育することになっ

た。一方，中景のざらざらした感じに見える所は

花崗斑岩地で，ここには氷河時代に供給された岩

塊が集積していて，斜面はきわめて安定している。

そのためほとんど同一の高山の気候条件下であり

ながら，ここには風衝倭低木群落が成立すること

になった。このように斜面堆積物の安定・不安定

がそこに生育可能な槽吻を限定し，それが植生の

違いをもたらしたのである。

8．おわりに

森林の立地にはまだまだ不明の点が多い。ここ

で紹介した話もまだ仮説にすぎないものが少なく

ない。皆さんのご検討をお願いするしだいである。

今回は地形・地質という違った分野の話が中心

だったので，わかりにくかったかもしれない。し

かし最初に書いたように，ここまで視野を広げて

みると，現地で森林の成り立ちを考える際に，お

そらく何かが新しく見えてくるはずである。筆者

の気のついたことなど微々たるものである。いず

れたくさんの新しい話が聞けるのではないかと期

待している。

（こいずみたけえい・東京学芸大学助教授）

［自然地理学］

林業技術No.6141993.5
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会員の広場
四

桟

森林の環境をめぐる用語の検討

1．環境の概念

近年，世界各国は森林の開発と

保全の調和を図りつつ持続的発展

を目指し，地球規模の環境保全に

ついて論議され，今後の環境問題

に関する世界的な取組が模索され

ている。

これに伴って，学者・行政・各

種機関・マスコミ等から多くの所

見や提言が示されているが，森林

の環境をめぐる用語について整合

性があると見られないので，本稿

はその検討を行うことをI言I的とす

るものである。

さて，本文を述べるに先立って，

環境の概念について岩城(1986)!）

による次の解説をあらかじめ引

用・紹介しておきたい。

“梅棹2》によれば，環境は生活の

場であって，それは生活体に必要

な，または何らかの関係をもつ，

もろもろの事物によって櫛成され

る具体的空間である。その主体と

環境の関係は，切り離すことので

きない機能的，有機的な関連にあ

り，これが生態系である。生態学

は中心に主体としての生物（一つ

林業技術N0.6141993.5

さかく､ちかつみ

坂口勝美

の集団あるいは個体と考える）が

あり，その周りに自然環境がある。

個体と考える場合は自分以外の他

の個体は環境になる。生態学はこ

のような生物と自然環境との相互

作用の学問である。

他方,環境科学は主体が人間(人

間社会）であり，それは自然環境

とも関連してくるが，人間はじか

に自然環境と対応するのでなく，

その間に文化を介して対応してい

る。これを自然生態系に対して文

化生態系という。この概念を提唱

した川喜田3)はこの文化を大きく

次の四つに層別化している。すな

わち，文化は，価値観，社会組織

産業・厚生体制，技術を全体とし

てとらえられている。そして，人

間は技術によって自然環境に働き

かけているが，自然環境との間に

はさまざまな相互作用が働いてい

る。

例えば，技術の在り方は当然自

然環境にマッチしなければならな

いが，同時に地域あるいは国の産

業，社会組織．さらに価値観にマ

ッチしなければならない。海外技

術協力においても，相手国の実情

に合った適正技術を導入する必要

がある。日本の自然環境と社会の

中で生まれた技術をそのままの形

で外国に導入しても通用しないこ

とが多い，，と解説している。

さて，本稲で検討する環境をめ

ぐる用語には，呼称が同じでも，

その内容には上述の自然生態系の

観点によるものと，文化生態系の

観点によるものとの相違がうかが

えるので，あらかじめ岩城による

両者の概念をあえて引用した次第

である。ただし，この引用は要約

であるので詳しくは原文I)を見て

いただきたい。この概念を踏まえ

て，次項では代表的な文献に見ら

れる環境関連の用語を紹介するこ

ととする。

2．環境造林および環境林業に

関する用語

Aわが国の文献

(1)須崎(1987)による環境造林学

JICAは開発途上国への技術

協力の一環として，派遣前専門家

候補者を対象とする中期研修（年

2回，前・後期）を実施してきた。

この研修に繁者は昭和59年後期

から62年後期まで「熱帯林造成」

の講義を担当した。その時期，須

崎は｢熱帯乾燥地林業｣を諦義され，

そして氏.')は1987年林木育種誌

に，「環境造林学の必要性につい

て」と題して次のとおり提唱した。

“環境造林学は,非経済林を対象

として新たな造林学の分野とする

もので，乾燥地・海岸砂地・埋立
●◆●●｡●●●

地・工場等の劣悪環境への造林で

ある。それらは従来，緑化と総称

されているが体系立った技術にな

っていなしy9と述べている。

【論評】須崎による環境造林学と

いう用語は筆者の知る限り．わが



国で初めてであろうと思われる。

この提唱は，特に熱帯地域の劣悪

環境への造林推進にきわめて有意

義鞍ものである。そもそもわが国

の造林学は，わが国の位置する温

帯・亜寒帯林業を主流として究明

されてきたが，現在海外協力を進

めている開発途上国は熱帯・亜熱

帯地域に位漣するものが多く，こ

れIうの地域の劣悪環境はわが国の

それに比べて著しく異なるものが

あり，まだまだ究明しなければな

らない分野である。

なお，環境造林学をどのように

英訳されたか，氏が故人となられ

たので残念ながらお尋ねする機会

を逸したが?筆者はrafforestation

scienceS()fharshenvil･()11ments」

にあたるかと思われる。

(2)熱帯林問題に関する懇談会・

第2次中間報告一平成4年

(1992）5月7日一における環

境造林

この報告5)においては，開発途

上国の造林推進にあたって造林の

タイプを，産業造林，住民造林お

よび環境造林の二つに区分し，そ

れぞれ次のように定義している。

"(1)産業造林は,国または企業に

よる産業用資材の供給を目的とし

て事業的な規模で行う造林である。

(i')住民造林は，住民生活に必要

な薪炭材確保や農地保全のために

自つの労力で自らのために行う造

林である。これにはアグロプォレ

ストリー技術等の活用，農業との

一体的な推進が不可欠であり，社

会林業(socialforestry)の推進を

強化していく必要がある。

(iii)環境造林(envil･onmental

aIforestation)･(Iilil際公共造林）

は，国土保全k早急に森林の回復

を図っていくことをIJ1的として，

住民造林や産業造林の対象となら

ない地域で，政府または公共機関

が社会基礁整備の一環として実施

する造林である”としている。

【論評】環境造林には，さらに次

の解説を加えている｡"特にダム周

辺に山地保全のための造林，崩壊

地の多発地域における治山造林，

さらには，一部薪炭材採取等によ

り荒廃地化の急な地域における造

林がこれに該当する”と。

この解説によると，環境造林の

対象はわが国の保安林に該当する

地域への造林，あるいは森林生態

系が破壊され荒廃地化した地域の

森林性回復を目途とする造林を推

進するものと受け止められる。し

たがって，その観点は本稿の1に

述べた，文化生態系的あるいは政

策的な観点に立つもので，須崎が

提唱した自然生態系的に立つ環境

造林（学）とは異なるものがある。

それゆえ，環境造林を産業造林お

よび住民造林の対語とするには

｢公共造林｣とするのが両者の混同

を避けるために適切でなかろうか

と思われる。これについては，後
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述の総括において改めて論評する

こととする。

B海外の文献

(1)郭（1992）による環境林業

郭6'は，環境林および環境林業

について次のとおり述べている。

“環境林(envir(),'mentfOrest)

は生産を導向する経済林(eco.

nomicforeSt)と同じでなく，強

烈な保護性，保健性，浄化と美化

環境を具有する森林とし，これを

達成する工程（作業）が環境林業

(environme'ltalforestry)である”

とし，森林の多目標経営の区分を

図｡lのとおり示した。

【論評】環境林業は，強烈な森林

の保護性，保健性，浄化と美化環

境を目標とする経営と定義してい

る。すなわち，強烈なという形容

詞をもって経済林業の対語として

いるが，経済林業といえどもその

持続的経営には自然生態系を十分

蕊視しなければならないので，こ

こで区分する環境林業は端的に，

例えば「保安･効益林（仮称)」と

呼称するほうがイメージとして明

確になるのではなかろうか。これ

森林多目標経営

林産資源経営

(木材利用）（特産物利用）

月二
（生産効応）

I

環境品質経営

(防災・保安）（社会福祉）

早
（福利効応）

森林之総効応

図1森林多目標経営の図解（郭寶章,1991)

’

林業技術No.61419”．5
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はまた，須崎の提唱した環境造林

[2.A.(1)]の用語との混同を避け

ることともなる。

なお，環境林業の範ちゅうに入

るわが国の在来語としては，島

田7)は国土養護価値，保健的価値

および倫理的価値，塩谷鋤は保安

的効用林と厚生的効用林を含めて

福祉的効用林の用語を用いている。

(2)EVANSによる環境関連の森

林育成

EVANS,Jは著書『熱帯におけ

る植樹林業,1992』，)において,「環

境的林業(environmentalfor-

estry.p,23)」と，r生育しにくい

立地の造林(afforestationofin.

hospitablesites.pp.323～333)」

と題して，次のとおり解説してい

る。

(i)環境的林業：この用語は定義

的でなく，対象となる事例を述べ

ているので，一応全訳を掲げる。

“造林地を完全に成林させるに

は，保護の役割を果たすことにあ

る。土壌の安定，侵食の防止，流

域流出水の管理，砂および砂塵あ

らし(sandandduststol･ms)に

対する風および熱の遮へいを提供

することは，熱帯において広鮠な

植林によって，その役割を果たす

ことができるきわめて必要なこと

である。多くの国における拙劣な

土地管理に基づく林被の消失は，

洪水の増大，貯水池の速やかな沈

泥，土壌侵食の加速および一隅急

速な砂漠化に導く。樹木被の広範

な造成は,(簡約：中国におけるば

く大なその努力によって最もよく

例証されているように）土地劣悪

化の進行を逆転する効果のある手

段である。このような保謹的裸地

造林は環境の悪化を軽減して農業

の作物産出を引き起こすものであ

林業技術No.6141993.5

る。

保誰目的のための裸地造林は木

材の生産を除外する必要はない

(この具体的事例が述べられてあ

るが中略)。それにもかかわらず，

熱帯の多くの地域において，きわ

めて緊急なことは流域保誰のため

の安定した土地利用の必要なこと

である。これに対してSINGH

(1976)'0》は，造林地成立のための

集水地域における住民に対する強

い財政的インセンティプの必要を

主唱している。自然被度が破壊さ

れた所での麹木地の役割は，その

他の土壌保全の実践，家畜放牧の

厳重な抑制および植生被の一般的

維持を共に行う流域管理が貴重な

貢献であると認められる。しかし，

それは過大評価あるいは万能薬と

見るべきでない”と述べている。

【論評】EVANSによる上述の

環境的造林の内容は，前述2.A.

(2)に述べたり熱林懇・第2次中間

報告J,の環境造林を具体的な事例

によって示したものと受け止めら

れる。

(ii)生育しにくい立地の造林：

EVANSは別に,I~生育しにくい

立地の造林｣(注参照）の章を設け

て次のとおり解説している。

“樹木の生育が全く不可能な環

境は極寒の極地，高海抜山岳地お

よび乾燥で土壌のない砂漠である。

これらの環境を除いた立地では，

注意深い取り扱いと樹種の正しい

選択をすれば，多くを望めない立

地でも樹木は成立する。しかし，

生育の悪い条件でさえ著しい耐性

を持つ多くの樹種があるとしても，

生来生育しにくい立地での樹木の

成立には特段の取り扱いを必要と

する。生育しにくい立地の主なも

のは，次の四つが挙げられる。

それは,a.乾燥帯地域,b.侵

食を引き起こす急峻傾斜地9C・人

工による産業廃棄物地(industrial

wasteground),d.塩分土壌であ

る。

これらの生育しにくい立地の原

因は，極端気候，極端な条件，き

わめて薄い表土またはその欠如，

栄養の諸問題，悪い物理的条件，

基層(substrate)の不安定と移

動，土地利用の実践である”とし，

それらに対応する造林技術を詳し

く解説している。

【論評】生育しにくい立地の対応

は，とりわけ熱帯地域の森林機能

発揮へのアプローチとして究明し

なければならない重要な課題であ

る。本稿2.A.(1)で述べた須崎に

よる「環境造林（学)」の提唱は，

おおむねEVANSの｢生育しにく

い立地の造林」に関するものと同

一概念と思われる。

3．総括

前項で述べた森林の環境をめぐ

る用語を一覧表で示すと表．lの

とおりである。

表･1に見られるr環境○○」の

用語の呼称には同じものがあるが，

その内容（定義）はかなりまちま

ちである。それに関して前項で，

各出典ごとに若干の論評を述べた

が，本項では相互の比較の下に改

めて総括して論評することとする。

さて，筆者が理解した森林の環

境関連用語の内容は，およそ次の

三つの範ちゅうに区分されると思

われる。

その1：須崎は,2．A.(1)に述べ

たように劣悪環境の造林技術究明

のため造林学の分科として環境造

林（学）の必要を提唱した。これ

は医学が外科・内科等に，また，

土木工学が鉄道・橋梁・港湾工学
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表･1森林の環境関連用語の一覧表

出典 用語 本文記載箇所

須崎民繼,

熱帯林問題懇談会

第2次中間報告‘,

郭蜜章‘》

EVANS.Julian'!

環境造林（学）

環境造林

環境林業

環境的林業・生育しにく

い立地の造林

2.A.(1)

2.A.2

2.B.(1)

2.B.E)

等に分科しているのと軌を一にす

るものである。EVANSが2.B.

(2)で述べた「生育しにくい立地の

造林(afforestati()11ofinhospit-

ablesites)」は，概念として須崎

の提唱した「環境造林（学）（仮

訳,afforestatiOnSciel1cesof

harshellvil･()nments)」の範ちゅ

うに入るものである。

その2：熱帯林問題懇談会，第

2次中間報告は,2.A.(2)に述べた

ように国土保全上早急に森林の回

復を図っていくことを目的として，

政府または公共機関が社会基盤整

備の一環として実施する造林を

｢環境造林(environmentalaffo'･-

estation)」と呼称し，これを住民

造林・産業造林の対語として区分

した。

この内容は,EVANSが2.B.

(2)に述べたように，対象とする環

境を具体的に例示して「環境的林

業(environmentalforestry)」と

呼称したものと同じ鮠ちゅうに入

るものと思われる。

また,EVANSは好ましい造林

発展の因子として，「土地利用･高

生産性・社会林業・炭素貯蔵およ

び環境的林業」を並列して解説し

ている。

この環境（的）林業は多分に政

策的，あるいは環境科学的（本稿

1参照）観点に立っていること，

また須崎の提唱した前述の環境造

林学の呼称と混同を避けるために

｢公共林業｣という呼称が適切でな

かろうかと思われる。

その3：郭は2．B.(1)で述べた

ように，森林の防護と公益の効応

を合わせて環境林業(envil･on-

mentforestry)とし，これを経済

林の対語として提唱した（図・1参

照)。

この環境林業について，郭は強

烈な保護性，保健性，浄化と美化

環境を具有することを目標とする

林業としている。これはわが国に

おいても国土保全機能の発揮を第

一の目標とするものを国土保全林

と呼び，森林空間利用機能の発揮

を第-･の目標とするものを森林空

間利用林と呼ぶ'1)ことと軌を一に

していると理解される。しかし，

産業林業は林産物の生産機能の発

揮を目標とする林業といえども，

合わせて国土保全，所によっては

森林空間利用の機能の発揮が要請

されているので，環境林業を産業

林業の対語とすることには不整合

が感じられ，産業林の対語として

は，むしろ端的に保安・公益林と

するほうが明確に理解されると思

われる。鞍お，須崎の提唱する環

境造林の用語との混同も避けられ

ると思われる。

さて，用語の呼称はそれぞれの
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著者の定義の下に用いられること

を妨げるべきでないとしても，同

一呼称でも内容の異なる場合は，

ときに読者の誤解や意見の疎通を

欠くおそれがある。なお，在来語，

外国語とも整合を図って統一した

呼称とすることが好ましいと考え

るので，学界等にてご検討，ご教

示をいただければ幸いである。

（元・腱林省林業試験場長）

注

I~inhoSpitablesites」の適切な邦訳
は見あたらないので,一応｢生育しに

くい立地」と仮訳した。
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いうか気力というかの強さにもま

た蝋かされるのである。つまり，

r今後5年くらい先までの間に植

林の意向はJに対し，あるが56％

もある。そして樹甑はやっぱりス

ギ45％，ヒノキ45％との答え，

これはあっばれというほかぽしと

感心して次の項に目を移す。

r今後5年ぐらい先までの林業

経営の方針」についての問いに，

林業に力を入れる49％，その中で

｢植林を行うなど林木生産に力を

入れる」60%,そして「山林の1職

入.借入れなどで規模拡大を行う」

10%,ここにきて夢も希望も出て

きて林家はどっこい生きているの

である。

では息の長い林業であれば跡継

ぎ問題はどうかなというと，その

予定者が「決まっている」がなん

と7()％，残り3()％が「米定」と

｢決まってない｣ことになるが’一

次産業の後継者難が叫ばれている

今日，この数字はかなり意外な感

農林鶉

林家は揺れる

農林水産省統計情*燗Iが「林業

経営に関する担い手層の意向調

査」なるものを公表した。これが

面白いというか，やっぱりな’と

いうか，日ごろ肌では実感してい

たことでも数字で表されるとさす

がにギョッとする御仁もおられる

のではとご紹介することにした次

第。

まず「林業経営を続けている直

接の理由」として，これまで手を

入れてきたから54％,先祖伝来の

山は手放せない49％｡これは経済

追求とは無縁の山に対する愛着や

血がなさせていることと見え，行

く先にはどん詰まりが控えている

のではないのかなと危倶してしま

う。

そして「下刈り，枝打ち等の保

育作業」を十分実施している40

％，十分実施できない．実施して

いない58％,実に6割の山に手が

入ってないということ。これはま

ことにおそろしいこと，現在の山

の実態を数字で浮彫りにしたとい

うことである。でその手入れをし

ない理由として，労働力が確保で

きない34％，採算が合わない30

％，資金の余裕がない26％，この

どの一つをとっても林家だけでの

解決は無理というもの。深一いた

め息が山の奥から聞こえてきそう

である。

ところが山を持つ人の忍耐力と

一 －－ 一

|銃議鱈みる日本の林業

森林の公益的機能の評価額

森林は，木材や特用林産物など

の供給のほか，国土の保全，水資

源かん義，保健文化等の公砿的機

能を発揮しており，国民生活にと

ってなくてはならない存在となっ

ている。

林野庁は，昭和47年10月に民

間調査機関に委託して森林の公益

的機能の計職化の試みを行い,｢森

林の公益的機能に関する徴用分担

及び公論的機能の計蚊，評価なら

びに多面的機能の高度発揮の上か

ら望ましい森林について（中間報

告)｣の中で，鯨年12兆82百億円

の評価額を示している。これは，

水資源かん鍵土砂流出防止，土

砂崩壊防止，保健休謹、野生鳥獣

森林の公益的機能の評価額

（平成3年価格）順位．
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賀料：林野庁業務涜料

保雌休養酸素供給･大気浄化
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胴 車

””
■■■じがしないでもないが，もっと

突っ込んでみると,"決まってい

る”はずの人も「別居」が33％

もあり，また「林業以外の決ま

った勤め先がある」54％である

ことから推して，仮りの後継者

と見なすのが正しいのかもしれ

ない。

最後に「地域社会の活性化を

図るための方法」では「林業の

担い手育成」を挙げた林家が40

％で，「林産加工品の開発･生産

等地場産業の振興｣32％，林業

への根強い執着心をかいま見る。

そしてこれの対岸に森林開発に

つながる「リゾート開発」は8

％，「工場誘致｣が6％・なんか

林家の健全性を見るようでほっ

とする数字である。

総評というほどでもないが，

夢と現実のはざまに揺れる林家

像といったところかもしれない。

読者諸氏の評はどのようになる

のでありましょうや。
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昭和36年6月に長野県大鹿

村を襲った梅雨前線集中豪雨は，

大西山の大崩壊をもたらした。

この地は明石山地の中央構造線

上にあり，断層破砕帯という地

質的に極めてもろい圧砕岩より

成っており，その崩壊も「上端

部にひび割れが走ったと思われ

た瞬間山が動き，屏風が頭上に

覆い被さるように山全体が崩れ

た｣(大鹿村史)という｡高さ450

nl91隔280mに及ぶ山が崩れ，

320万㎡もの土砂を一挙に流出

させ,死者42人,家屋流出39戸

という大惨事を招いたのである。

その復旧治山事業が長野営林局

の直轄により着手されたのは昭

和61年であった。

しかし着手したものの復旧事

業はなかなか進まなかった。な

にしろ現場は平均傾斜43度の

急峻な地形であり，しかも現場

はマサ化した花崗岩の表面侵食

が著しく，危険このうえもない

場所である。命綱が必須な劣悪

な場所で§どうすれば資材を運び，

安全な作業ができるかの適切な

手段が発見できなかったからで

ある。治山運搬路を開設すれば

かえって荒廃を招くし、といつ

てケーブルクレーンを架設する

にも適地がない。その難点を解

決したのがモノレールであった。

ミカン畑で使用しているモノ

レールの効果にヒントを得たと

いわれるが，地質・地形上の制

約はなく，急勾配でも運行が可

能で，作業の安全性が高く，資

材運搬も容易という利点に着目

されたのであった。開設・維持

費も低く，作業現場の手元まで

資材が搬入でき，作業能率も高

いといった数々の特質のほか，

なんといっても労働の強度が低

く，危険度もはるかに低いこと

がモノレールを採用した最大の

理由という。崩れやすい隷頃斜

地を重い資材を背負って登る，

そうした3K1Yの労働からの

開放が目的だったのである。

小渋川治山事業所の古谷さん

は「モノレールは高齢化や労働

力不足，自然環境保全に対応で

きる工法である」と述べられて

いるが瞳)，確かに応用範囲の広

い工法であろう。

注）古谷氏ほか「大西山におけ

るモノレールの導入と経過につい

て｣，営林局資料

（筒井迪夫）

保護，酸素供給・大気浄化の個々

の機能について，代替財による調

達コストをもって評価を行ったも

のである。

この評価を平成3年の価格で見

直しを行うと，39兆20百億円と

なり,昭和47年の3．1倍に相当す

る額となる。その内訳を機能別に

見ると,水資源かん養が4兆26百

億円,土砂流出防止が7兆98百億

円,土砂崩壊防止が18百億円,保

健休養が7兆67百億円,野生鳥獣

保護が69百億円,酸素供給・大気

浄化が18兆42百億円となる。

森林の公益的機能は，ここに述

べた機能以外にも多くの機能（例

えば，二酸化炭素の吸収・固定な

ど）があり，森林のすべての評価

額は計り知れないものとなってい

る。

璽鯛醒郵軍師距日韮壼睾昌狐叱冒霊薑誼霊謂ヨ鴎叩日日叩加翫肥加伽”8叩即叩頤叩曲叩直
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溌蓋房言i壽券三壱三ﾁﾆ字r…灘灘磯
；ほどといった顔つきで黙った｡あ
I とで，あの学生はなかなか清潔漢

清潔地獄と不潔極楽らしいと,2人で笑った。K

；ゞM臨裟端窯寵駕
織鯛難艶駕署蕊蕊毒患溌謡鱸騨識鰊纈漂
:のほうはそのときのその人の環境の机の面積以上に私は空間がつぐう話邊妻の怜子がした｡紙屑は散
xとかなり相関が高い，ということれないのである。余裕の部分は文らかす,ネクタイにはカレーかケ

;を先月,私の経験から書いた。獄の別刷りや｡集計用紙，職なﾁﾔﾂブをつける，食卓とその下
％大学院の学生のとき，私は助教どの山となり，その山の標高は増は五郎の所だけ汚い。それを一人

;授の堤利夫先生と助手の丸山明男加する一方で'時に崩壊が超こで処理しようとすると，どうして
Xさんと3人，小さな化学実験室のた。もいらいらしてくる，と。人々は

;一隅腱…，．権｡…“”‘‘零掌圃職…ゞ画一…，…意し'…”に向かい合ってひと周り小さな丸ガンの1つに,"お互いの心の衝立を求める雰囲気になった。

；山さんの机があり，その横のB4を取り除け"というのがあった(こ「私は不潔好きなのではありま

蕊
：蕊:驚鑑織蕊蕊蕊:蕊:;鍵わが国の海岸線は，周囲の島もがら，貴重な緑の遺産を守り，あ

謹動踊震含めるとおよそ34,'00"に達し，るいはさらに補強していく方策が
…･･･.．.･:．:．::苓織蕊辮::．:．:..､P..… そこにある各種保安林の面穣を合検討されている。

計するとおよそ165,000haに及本書は，海岸林に日ごろから強

村井宏･石川政幸ぶ｡山形県鶴岡市の例のように，い関心を抱いている24名の研究
遠藤治郎.只木良也編広い所では幅3.51(11に及ぶ見事な者･技術者が,そのような視点か

日本の海岸林林帯がある~方で，各種の開発にら下記の課題庭分担執筆されたもよって無惨に狭められ，あるいはのである。

まったく失われてしまった箇所さ内容を具体的に紹介する誌面は
多面的な環境

えある。海岸林が防風・防潮・飛ないので，項目だけを挙げると，
機能とその活用

砂防止などの機能によって後背地第I編｢総説」：海岸林の沿革，分

域の生活環境や産業・交通を保護布と変化，制度と施業方針，海岸

瀦 菫溌瀞童蕊
く開発の影響を受けがちなのが実グ手法としてのリモートセンシン

発行:KKソフトサイエンス社 態であり，このまま推移すると，グの紹介，第Ⅲ編「海岸林の環境

〒107東京都港区赤坂2-15-18多くの海岸林は衰退の一途をたど保全の働きと評価」：防風，飛砂防
西山赤坂ビル リ，多面的な環境保全機能が低下止，防潮，防霧，飛塩防止，その
（丑03-3505-4341）

することが危倶されている。実際，他の機能，野鳥，景観と保養，住
1992年9月10日発行

B5判,513頁 関係者の間には強い危機感があり，民意識からみた海岸林の評価，

定価9,500円（本体9.223円）景観を含めて上手に利・活用しな第Ⅳ編「望ましい造成法と管理

林業技術No.6141993.5



43

丸雰嘩芦詮葦戦塞詮墓

…訟些……………詮…錆i
のではないかと思い《劣っているのではない

§
Ｉます。と同時に，乱雑・不潔に

耐える能力はかなり優れている

のではないでしょうか。お寺で，

散華，散華といって蓮の花弁の

色紙をまくでしょう，紙屑も似

たようなものだと思うのです。

私は不潔だけれど満足した世界，

つまり極楽に住んでおり，玲子

は清潔だけれど常に不安にさい

なまれる，つまり地獄に住んで

いるのではないでしょうか」
つみ

わが妻は，救いようのない罪
ぴと

人を見るように私を眺めた。か

なり，泥酔していた文化人類学

者の和崎洋一さんが，「こら五

郎，それでは玲子さんがかわい

そうだぞ」と言われた。

私も，ちょっと言い過ぎたか

な，反省して清潔に努めよう，

と思った。

（京都大学農学部教授）

W二↑さ＝川

…
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

ナツメロ効果

本誌に｢あの山はどうなった」

というコーナーがある。かつて

話題になり注目を浴びた「山」

の現在についてのレポートであ

る。

編集会議で「あの山」が話題

になると，いつもある感慨にと

らわれる｡もちろん,編集会議で

話題になった「あの山」を知っ

ているのはほんのわずかである。

ただ，あの山々に触発されて，

さまざまな想いが広がるのだ。

広がる想いという面から言う

と，ナツメロを聞いているとき

の想いに似ている。ナツメロに

よる感慨の広さや深さというの

は，生きてきた歳月の長さが大

きければそれだけ大きいといえ

る。「あの山」についても同じ

だ。

ナツメロの場合は，その想い

がごく個人的な情景などに結び

つき，それが，連想によって果

てしなく広がり，ふと涙ぐんだ

り，独り苦笑したりのセンチメ

ンタルジャーニーとなる｡｢あの

山」の場合は，長い間仕事とし

て「山」にかかわってきたので，

もっぱら森林，樹木，そして，

その回りにいた人々の顔が見え

隠れしたりして，世の流れのう

つるいをしみじみと感じたりす

ることになる。

こうした感傷的しみじみ感を

味わうことができるのは，重ね

てきた歳月があるからなのだし，

さらに，いささか独善的ではあ

るが，世のうつるいを「流れ」

としてとらえ，うさんくささや，

真畷をおぼろげながら感ずるこ

とができるのも，重ねてきた歳

月があるからだ。

世の流れは右に左に蛇行する

が，右に行きすぎれば大きな障

害物にぶつかり，かえって左に

行きすぎたりする。左から右へ

も同じことがいえる。流れは巨

大な地形の中で蛇行しているに

すぎない。若者の感性もそうだ

が，熟年，老年のナツメロ的連

想で世の流れを見る目もそう捨

てたものではない。

森林や林業，技術にかかわる

流れも同じで，行きすぎ急ぎす

ぎ，独善的な極論，押し付けに

目立ちたがりなどは，どうして

も無理が生じ定着しづらいし，

長続きがしないものだ。

では，わが国の森林・林業の

これからの予測についてはどう

かとなるとお手上げなのだが，

一方に地球規模での環境問題や

都市化の問題などのキーワード

を並べ，一方に過疎化の問題や

林業の振興，復権の問題のそれ

を並べ，眺めていると，なにや

らそこに春風が吹き始めている

ような気配が感じられる。ぅいぼ
そう感ずるのは身びいき自惚

れが過ぎるのだろうか。だとす

れば，これは「あの山」にまつ

わるナツメロ効果のなせること

としてお許し願いたい。

（空拳）

（この柵は編集委員が担当しています）

"jU愚垂I｡､,狸v』d､ソuﾉ極v』非§ぴと

；
（京都大学農学部教授）

……害¥＝一

法」：植生導入技術，保育･密度管

理・更新技術，生態的活性化法，

適性配備モデル，生理・気象被害

と防除技術，病害および虫害と防

除技術，開発インパクトと保全策，

という構成になっている。

本書に序を寄せておられる若江

則忠氏が30年前に同名の書を公

にされており，長いこと海岸林に

ついての重宝な参考書であったが，

残念ながらかなり以前から入手す

ることはできなかった。本書は，

それ以後の進歩も含めて，海岸林

についてのすべてを集大成したも

ので，まさに海岸林のエンサイク

ロペディアというべきものである。

林学仲間はもちろんであるが，む

しろ，一般の方々の目にできるだ

け広く触れさせたい好著である。

（浅川澄彦・玉川大学農学部）
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＜第40回森林･林業写真コンクール＞入選者の発表
応募作品数669点（カラーの部513,モノクロの部156）について4月7日審査会を開催し，
慎重に審議の結果，次のとおり入選作品を決定いたしました。なお，入選作品の版権は本会に
帰属し，作品の一部は「林業技術」の表紙・誌上に順次掲載いたします。

◎カラーの部

特選（農林水産大臣賞）

黄金のジュピター（木製ジェットコースター）

中川恵美子（福岡県粕屋郡篠栗町）

一席（林野庁長官賞）

成人の日猪熊進（香川県観音寺市）

二席（日本林業技術協会賞）

山里で遊ぶ南真次（和歌山県東牟婁郡古座川町）

樹氷玉手恒弘（北海道岩見沢市）

神秘な森梶田博司（岡山県倉敷市）

三席（日本林業技術協会賞）

新緑のダム増田忠一（三重県名張市）
山林小島博（香川県高松市）
林間教室大桃たつみ（福島県会津若松市）

まつくい虫緊急防除大迫靖臣（広島県尾道市）

木の皮を食べるエゾシカ

大泉勇（北海道厚岸郡厚岸町）

美林を育てる町本重雄（秋田県横手市）

「働くのが一番楽しい」炭焼きのお婆さん

伊東祐道（高知県南国市）

陽春高橋真一（秋田県秋田市）

北山の技術古谷正己（京都府北桑田郡美山町）
朝霧土井正司（広島県世羅郡世羅町）

◎モノクロの部

特選（農林水産大臣賞）

出荷を待つ

一席（林野庁長官賞）

森の波

加納芳史（大阪府豊中市）

石川竹利（静岡県沼津市）

二席（日本林業技術協会賞）

樽造り長根正幸（東京都葛飾区）

冬の群舞一宮勝（神奈川県横浜市）

杉丸太高橋逸（青森県三戸郡福地村）

三席（日本林業技術協会賞）

林業の街川口善也（岐阜県多治見市）

近代化林業加納芳史（大阪府豊中市）

童心に返って山口茂之（東京都小平市）

老夫婦石田雅美（神奈川県横浜市）

筏引き長根正幸（東京都葛飾区）

雪の北山杉けい流山本成明（滋賀県大津市）

天然木曽ヒノキの伐倒作業

松原栄一（長野県木曽郡開田村）

こぶ新岡正吾（東京都練馬区）

林業技術No.6141993．5

佳作

たのしい巣箱づくり間明弘光（石川県七尾市）

橋大熊政彦（長野県飯山市）

ワーイあったかいよ

須貝昭（新潟県東蒲原郡津川町）

育て.ﾉ緑の山川口善也（岐阜県多治見市）

森林のハーモニー石原艶子（愛媛県西条市）

登降機で作業開始佐藤昭春（秋田県北秋田郡阿仁町）

ログハウス組立場岩本直樹（神奈川県座間市）

親子田内勇（北海道釧路市）

グリーンドクター出動斎藤優（熊本県熊本市）

楮の天日干し橋詰雅博（兵庫県多可郡加美町）

初夏の山里松山清一（京都府福知山市）

伐倒福士敏悦（秋田県大館市）

森林の唄高橋寿（秋田県湯沢市）

朝光越智勝美（愛媛県西条市）

森の聖域田代正明（秋田県横手市）

北山の女古谷正己（京都府北桑田郡美山町）

信州博グローバルドーム骨組中

伊原耕作（長野県飯田市）

うまく切れるかな桐生晃（神奈川県厚木市）

見張り玉手恒弘（北海道岩見沢市）

昼食下斗米光円（岩手県盛岡市）

冬の農村山岡千賀子（香川県綾歌郡宇多津町）

馬搬玉手恒弘（北海道岩見沢市）

佳作

雪原を鹿が行く篠澤義雄（北海道名寄市）

活力の補給明珍宗靖（福島県福島市）

読書長根正幸（東京都葛飾区）

枝打作業も楽しい一時山口武広（神奈川県茅ケ崎市）

森に憩う内山裕（東京都八王子市）

晩秋の校庭山本たえ（高知県須崎市）

架線集材作業加藤正清（岐阜県郡上郡八幡町）

吹雪の日山田昌視（北海道小樽市）

階段本間公淳（秋田県横手市）

山村春景金泉隆行（北海道苫小牧市）

棟上祝川代修一郎（岩手県盛岡市）

農婦〃（〃）

山里の子供〃（〃）

巨木の旅立ち大西保博（大阪府高槻市）

木漏れ日の母子横山広美（北海道天塩郡豊富町）

40年ぶり丸太の舞山崎俊泰（静岡県掛川市）

皮はぎ渡辺義行（大阪府高槻市）

森と湖渡辺俊幸（兵庫県宝塚市）
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林 業関係行事 一覧

月5

主催団体・会場・行事内容等区分 行事名 期間

㈹森林都市づくり研究会。テーマ：「21世紀の森林生活Ⅱ｣。場所：福
鳥県郡山市ホテルはまつ（冠0249-35-1122）

伽森林文化協会(a03-3545-0131,内線5413),くもん子ども研究所。

雛維溌鴨懸鶴譲購幾総霞撫艤I撫箪
原高原朝日の森ロッジ｣。対象：父親，および学校･社会教育に携わっ
ている男性。定員：東西各35名。参加費：33,000円

東京銘木協同組合。会場：東京銘木市場（江東区新木場2-1-6)

第2回森林都市フォーラム福 島

滋賀・群馬

5．12

第6回「父親のためのアウ
トドア・スクール」

関西地区
5.14～16
関東地区
6.4～6

央 創立45周年記念優良銘木
展示大会

第2回きのこセミナー

中

０
９
２
２
－
－

６
４
６
８

１
２
２
２

句

●

■

●

５
５
５
５

全国食用きのこ種菌協会(a03-3241-3094)。場所：学士会館2F202
号室（千代田区神田錦町3-28,念3292-5931）

棚日本建築材料協会，日本工業新聞社。会場：インテツクス大阪1号
館（大阪市住之江区南港北1-5-102)

森林浴の森全国協議会…事務局：桐生市都市計画部公園緑地課内（冠
0277-46-1111)罰八王子市担当部局：八王子市経済部商工観光課（a
0426-26-3111)。場所：東京都八王子労政会館(a0426-45-7451)

〃

第12回'93総合建築材料設
備展

第7回緑維新・全国シンポ
ジウム

大

中

阪
央

6月

主催団体・会場・行事内容等

伽神戸国際交流協会・日刊工業新聞社。場所：神戸ポートアイランド
(神戸国際展示場1．2号館）

期間区分 行事名

国際建材・住宅設備総合展
KOBEインターホーム'93

第32回農林水産祭参加
第26回全農乾椎茸品評会

庫 6.3～6兵

全国農業協同組合連合会｡場所：展示会(8:00～11;00)2･g大阪椎茸
食品事業所（兵庫県西宮市鳴尾浜,s0798-43-1200),表彰式(12:
00～14:00)…西宮市民会館（兵庫県西宮市六湛寺町公0798-33-

6.8
出品申込み
締切
5月24日側

6．12

〃

3111）

㈹青少年交友協会・野外文化研究所。会場：東京都庁大会議場第3回野外文化教育シンポ
ジウム

奈良県林業研究グループ連
絡協議会30周年記念r林業

央
良

中
奈 奈良県林業研究グループ連絡協議会。場所：奈良県銘木協同組合生田

市場（奈良県桜井市生田,a07444-2-0557)
奈良県林曽
絡協議会：
機械化展」

6.19～20

「,0周年記念森森の市」
もり

｢第10回森林の市」開催のお知らせ

日時§平成5年5月15日（土）～16B(B),10時30分～17時／会場：都立代"々木公園B地区
(NHKホール横),入場無料／主催：林野庁，森林の市実行委員会／後援二束京都，NHK，日本民
間放送蓮蝿，日本新聞協会

主な催し物……苗木の無料配布く15日（土）は10時50分,16日（日）は10時30分から，それぞれ
先識1.000名の方に，さらに15，16日は新潟県小須戸町からの無料配布があります＞代々木の森の
森林浴く16日（日）午前8時に代,々木公幽原宿入口に集合。お申し込みは，シティ森林浴の会(垂03
-3944-5459）まで＞森林体験ゾーン＜森林のやさしさ，恵み及び楽しさとふれあう「森林づくり参
加｣，「森林のある暮らし｣，「森林の遊び｣3｢,森林のパフォーマンス」の各ゾーンを全国の森林のふる
さとの町村および団体等が趣向を凝らして減出。森林のふるさとスーパークイズ，森林の産物オーク
ションなど，見て，聴いて，参加する楽しいコーナーがいっぱい＞
あなたも，もりに抱かれる1日を代,々木公剛で満喫してみませんか

お問い合わせ先：林野庁業務第一課内森林の市実行委員会まで
壷代表03-3502-8111（内線5278)，直通O3-3591-0884

林業技術No.6141993.5
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日本林業技術協会第48回通常総会関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し上げます。

記

月 時間 行日 事
今
云 場

5月20日（木） 第39回林業技術コンテスト
コンテスト入賞者表彰
コンテスト参加者都内見学

9:00～15:3(）

16:40～17:10

17:30～21:30

日林協5階会議室
〃

はとノゼス

5月24日（月） 第48回通常総会
第39回林業技術賞受賞者の表彰
第39回林業技術コンテストの経過報告
第4回学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
永年勤続職員の表彰
支部幹事会
支部幹事との懇談会

13:30～15:30

虎ノ門パストラル＊
(東京農林年金会館）
東京都港区虎ノ門4－1－1
TELO3-3432-7261

15:50～17:00
17:30～19:00

＊〔交通？東京駅→地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え日比谷線一,神谷町駅下車徒歩5分〕

2.国籍：ケニア国，タンザニア国

科目：造林，空中写真技術

期間：4/5～7

研修員:Mr.JesseLugadiruほ

か2名

命東北事務所課長馬場紀男

採用調査研究部松本淳一郎

同調査第二部園田満憲

同熱帯林管理情報センター

鈴木圭

同資料室海谷俊彦

（4月16日付）

採用前橋事務所課長笠井恵

◎海外出張

1.4月18～24日,熱帯林管理情報

システム整備事業のため小泉専

務，渡辺熱帯林管理情報センタ

ー所長，久道課長をインドネシ

ア国へ派遣した。

2.4月7日～5月6日，東北タイ

造林普及計画モデルインフラ整

備事業実施設計調査のため小路

口国際事業部次長，小池主任研

究員をタイ国に派遣した。

3.4月18日～5月1日,中国早生

樹造林加工利用状況調査のため

小林常勤顧問を中国に派遣した。

4.4月25日～5月2日,黄土高原

治山技術訓練プロジェクト現地

視察のため，国際事業部市川主

任調査員を中国へ派遣した。

◎番町クラブ4月例会

4月23日，本会会議室におい

て，東京都動物園協会常任理事・

矢島稔氏を講師として｢動物のく

らし」と題する講演（スライド上

映）を行った。

一一ー一一‘ロローー‘■､‘‐＝･■'＝一一ー‐一一‐!■。一一q■ローーーロロ・Iローーーー奇

｜お知らせ:今月号でご紹介を予定しI
'ておりました林業技術賞ならびに学生I

|林業技術研究論文ｺﾝﾃｽﾄの各受賞’
1者名は，都合により次号において掲載I
1させていただきます。
し,..一-－－－－，.,----,-.,..－－－－．.､－－－．..､－－．．．－．－－－．._.』

◎審査会

1.第40回森林･林業写真コンクー

ル審査会：4月7日，本会会議

室において写真家三木慶介・八

木下弘ほかの審査員により，応

募作品669点について農林水産

大臣賞等の入賞作品を選定した。

2.第39回林業技術賞･第4回学生

林業技術研究論文コンテスト審

査会：4月27日，本会会議室

において林野庁計画課長ほかの

審査員により入賞者を選定した。

平成5年5月10日発行

林業技術

第614号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京淵汗代田区六番町7
電話03(3261）5281㈹
FAXO3(3261)5393

（振替東京3－60448番）

◎海外研修員の受入れ

1.国籍：マレーシア

科目：北部サバ州造林計画調査

（開発調査)c/p研修（造

林）空中写真技術

期間：4/5～9

研修員:MrSuhaimBin

Ahmad

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

◎人事異動

（4月1日付）

命国際事業部課長梶垣純
同東北事務所課長工藤公也 〔普通会蟹3,500円・終身会費個人)30,000円〕

林業技術No.6141993.5
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|剛醗爾1森林 18分/8,000円・企画/水利科学研究所/国土緑化推進機構
●制作／日本林業技術協会

人I川をはじめ地上に住む生物は，地球全体の水の3窓に胸翻し流出を平準化する勘きによって、水による災響を防
澗たない淡水に依存して生きている。このわずかな淡水が止するとともに．水の利"jを便ならしめている。
生物のil職によって尽きることがないのは．地球上の水は森林の水源かん鍵機能とは何か，その機能を糸I職増進す
絶えず術環しているからである。るためにどのような努ｿj力私われているのかをわかりやす
調水は地上における水の術環過職において．これを・時く拙く。

| …］大み 地 16分/8,000円(英語版とも）・企画/帯広営林支局
●制作／日本林業技術協会

、北海道釧路市の束北方には，度砿なる野火によって不毛とすくすくと成跿し．今りっぱな森林となった。そればか
の荒野と化した土地が広がっていた。人を寄せつけない広りか気象が和らぎ多くの動鯉吻が定薪するようになった
大な柵原に，釧路地方の発腰に寄与することを目指して．うえ，水質も良くなり沿岸の漁業に好影糊lを与えるなど環
燕林の造成が始められたのは今から30数年前のことであっ境面でも大いに飾樅している。
た。不毛の原野に挑んだフオレスターたちの壮大なドラマ。
当H繩iえつけられた2.500万本の苗木は,手厚い保漉のも

| 髭］公校 21分/8,000円
ロ

●企画 日本木材備蓄機構●制作／日本林業技術協会

れなくなった」保雌室の先生は,｢生徒の'鰡比が少なくなっ
た」生徒指導主ﾘ『の先生は.｢物の命を犬21Fにする賓塒ちか
茅生えた」と木造の良さを評価し，さらに生徒たちも木造
の家庭的雰囲気のなかで学校生活を楽しんでいることがわ
かった。木の良書を考えさせるルポルタージュ。

小・中学校の校舎は，経済性，防火_この配雄などから，
鉄筋コンクリート造が当たり前のように考えられてきたが
最近木造I炎舎が見面きれ始めたのはなぜだろうか。秋日I県，
髭野県．脈岡県に木造の小・中学校を訪ねて．先生方や生
徒たちの感想をきいてみた。
-n中立って捷業をしなければならない先生は.｢腰が渡

雇 ］木 内装の 17分/8,000円
●企画 日本木材備蓄機構◆制作／日本林業技術協会

内装は木材にしたいという人が多いという調壷結果がある。
な･ぜ木材力盤いのか，輯縦，断熱遮音，光の反射など
について居住性の優れていることを科学的にしかもわかり
やすくビジュアルに解脱するとともに，居住者へのインタ
ビューも試み．内装材としての木材の良さをアピールする
前掲作の姉恥絲馳

我が腿Iには，住まいを木材で造ってぎた長い歴史がある。
それは，木材が身近に豊爾にある材料であったことにもよ
る力‘我力掴の気候風土に燈も適した使いやすい材料であ
ったからである。

洲t近，生活様式の変化に伴って．人々の住宅についての
好みも多綱こしているが木造一戸建が好ましいとする人
力雛も多く，鉄筋コンクリート造の住宅の場合でもせめて
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■タマヤの測定機器;気象システム/測風縁紳縦､データロガーKADECシリーズタ《ﾑ測定システ

ム/ﾉｰﾏﾙﾌﾞﾗﾑﾗｲﾝ装置､外部測・樅機材測水/糀密音瀞測深機､デジタル流速il･ill'l量/光

波測距雌川気象観測セット､小型1I'1光器､II'111(!器､水準測鍾用芯卓､水邸測jil:IWフ・ﾘﾝﾀ゙ ､測最用

,，《分機､マイクロメータ､三杯分度雌デジタル而俄測定器/PLANIXシリー柔エリアラインメータ
航海Nl･W/航海用六分儀､デジタル航法計算機

国’図 タマヤ計測三回テム樵式言社
〒104束京都中央区銀座4-4-4アートピルTEL,03-3561-8711FAX､03-35518719
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●(社)日本林業技術協会編集

②森林総合研究所所員82名による執筆
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	会員の広場_森林の環境をめぐる用語の検討
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